
佐久市埋蔵文化財調査報告書 第53集

円正坊遺跡群

ENSONOBO

長野県佐久市岩村田円正坊遺跡Ⅱ発掘調査報告書

円正 坊 遺 跡 H

1997,3

中部電力株式会社

佐久市教育委員会



巻
頭
図
版

一

(H3号住居址出土遣物 )

弥生時代中頃 (約2000年前)につくられた「壺」
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円正坊遺跡 ‖の調査について

今回、発掘調査が行われた岩村田の『円正坊遺跡Ⅱ』からは狭い範囲にもかか

わらず弥生時代中頃から平安時代に至るそれぞれの「竪穴住居址」と呼ばれる家

の跡が発見されました。家の中からは当時使われていた食器 として、現在の鍋に

あたる「甕」、穀物などの貯蔵を目的とする「壺」などが見つかっています。

このように世代を越えて同じ場所が居住の地 として選ばれたのは、周辺に良好

な水田が確保でき、また高台のため自然災害などが少なかったことが影響 してい

るものと考えられます。今後、この周辺は北陸新幹線駅により大きく姿を変えま

すが、永く後世に伝えていきたい地域

史の 1ページが調査によって解りまし

た。

(上の写真 )

弥生時代中頃の住居から発見された壺

家の入口近 くに置かれていた。

(左の写真 )

弥生時代中頃に使われた甕

表面は色々な文様が描かれ、縁には

縄文土器のように縄目の模様がある。
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(H4号住居址出土遣物 )

古墳時代後期初頭の土器で、日常生活具ではなく、

祭 り等の特別な行事に使われていたと考えられる

(発掘調査風景)調 査区BttH 3号 住居址の掘り下げ作業を行う。

(発掘調査風景)遺 跡のlL側 を走るJR小海線、向かって左が小諸方面。
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(H4号住居址出土遺物)

●
(遺構外出土遺物)陶磁器類
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1.本書は、中部電力株式会社が行う佐久市岩本す田に所在する送電線鉄塔付け替え工事に伴う、

埋蔵文化財発掘調査の調査報告書である。

2.調査委託者   中部電力株式会社

3.調査受託者   佐久市教育委員会

4.遺 跡 名   円正坊遺跡群 円正坊遺跡 II(I ENII)

5。 調 査 地 籍   佐久市大字岩村田字円正坊1292-1,1293-1,1299-1

6。 調 査 期 FH5  発掘調査  平成 8年 5月 20日 ～平成 8年 7月 17日

整理調査  平成 8年 8月 8日 ～平成 9年 3月 31日

7.調 査 面 積   375m2

8。 本書の編集、執筆は冨沢が行い、報告書作成にあたっては以下の分担によって行った。

遺物洗浄  堀籠 因  市川チイ子  工藤 しず子  武田千里  武田まつ子

堀込成子  大井みつる  菊池喜重   高瀬武男

遺物復元  遠藤 じづか 橋詰けさよ  岩下吉代   岩下とも子  岩下文子

遺物実測  堺 益子  橋詰勝子   橋詰信子   齋藤真理         |

版下作成  橋詰信子  三石和子

9。 石器石材鑑定は羽毛田卓也、陶磁器類は森泉かよ子の各氏にご教示を項いた。

10。 本書及び円正坊遺跡 II出土遺物等のすべての資料は、佐久市教育委員会の責任下に保管され

ている。遺跡調査並びに報告書作成にあたっては、以下の方々のご協力 。ご指導を頂いた記

して感謝の意を表 します。 (敬称は略させて頂 きました。)

堤 金治   小山岳夫  堤 隆  中沢義一郎   渡辺 具

|   ‐

1.遺構の略記号は、住居址 (H)・ 掘立柱建物址 (F)・ 土坑 (D)。 古墳址 (OT)。 Pit(P)で ある。

2.挿図の縮尺は次のとお りである。他の物については挿図中にスケールを示 した。

住居址。掘立柱建物址1/80、 土坑 。カマド1/60、 土器1/4、 石器1/201/301/4、 鉄製品1/3

3。 遺構の海抜標高は各遺構ごとに統一し、水糸標高を「標高」として示した。

4.土層、遺物胎上の色調は、1988年度版 『新版 標準土色帳』に基づいた。

5。 遺物挿図番号 と写真番号及び観察表は番号は一致する。遺物写真のスケールは任意である。

6.遺構は報告書作成時に新番号を付 した (1日 H2→ 1、 旧3→ 2、 旧 5→ 3、 旧1→ 5、 1日 8→ 7、 旧7→ 8)。

7.調査区グリットは公共座標に従い、間隔は 4× 4mに 設定 した。

8.弥生土器施文の語句表現は『北西の久保』1987を 参考 とした。
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第 I章 発掘調査の経緯‐と―経過

第 1節 発掘調査の経緯と経過

円正坊遺跡Ⅱが含まれる円正坊遺跡群は佐久市大字岩本寸田に所在 し、浅間山の火砕流により形

成された台地が低湿地 と接する部分に位置する。遺跡周辺は、近年にいたり北陸新幹線「佐久平

駅」建設に伴い大規模な区画整理事業が進みつつあり、日々その姿を変貌 している。

今回、中部電力株式会社の送電線鉄塔建て替えが計画され、佐久市教育委員会に遺跡有無の照

会があった。教育委員会では円正坊遺跡群が存在する為、まず試掘調査を行う事 とした。その結

果、既存鉄塔部分においては鉄塔建設時の削平力増果く遺構の存在は確認できなかったものの、仮

設鉄塔部分 と工事進入路部分において遺構の存在が確認された。よって、中部電力株式会社 と佐

久市教育委員会において保護協議 をおこなったが、鉄塔の設計変更は難 しく当教育委員会埋蔵文

化財課において記録保存を目的とする本調査が実施されるはこびとなった。

頑営ぃギ、

ヽヾ

餃
雌

調査区より蓼科山麓を望む

第 1図 円正坊遺 跡位置図 (1:50,000)



節 調査体制

佐久市教育委員会

教育長

教育次長

埋蔵文化財課長

管理係長

管理係

埋蔵文化財係長

埋蔵文化財係

埋蔵文化財課

依田 英夫

市川  源

北沢 元平

棚沢 慶子

田村 和広

大塚 達夫

林  幸彦

羽毛田卓也

三石 宗一

冨沢 一明

須藤 隆司  小林 員寿

上原 学

調査区より野辺山方面を望む

第 3節 調査 日誌

平成 8年度

平成 8年

4月 22日

5月 20日

5月 23日

6月 10日

6月 24日

7月 3日

7月 4日

8月 8日

10ナ]17日

平成 9年

1月 10日

3月 31日

試掘調査を行う。

調査開始 重機により表土はぎ。

調査区A・ B区遺構検出作業。

調査区A区においてOTl号墳を

検出する。

調査区A区の調査終了。

調査区C区の表土はぎを行う。

遺構検出作業を行い、住居址 1軒

を確認する。

整理作業開始

土器の洗浄、土ふるいなどを行う。

図面整理、土器実測開始。

出土遺物写真撮影・図版作成。

報告書を刊行する。



第 1節  自然的環境

円正坊遺跡 IIが所在する佐久市岩村田地籍は佐久市のやや北方寄りに位置し、北西より南流す

る湯川によって逆「L」 字状に囲まれた地域である。地籍全体は浅間山の第一軽石流 0第二軽石

流によって覆われた台地で、東側は湯川によって河岸段丘化 し、また西側は濁川などの中小河り||

によって「田切 り地形」が発達している。

円正坊遺跡 IIは、この田切 り地形による台地の末端に位置する。遺跡西側には田切 りの谷より

押し出された堆積土によって形成された低湿地が広がる。昭和40年代後半までこの低湿地には、

火曲噴人による泥流により形成された残丘が島状に存在 したが、現在では大規模な圃場整備の行

われた水田風景が広がり、かつての面影をとどめていない。遺跡と水田との標高差は2mを測る。

遺跡群の北猥1に はJR小海線が通過しており、北側に広がる枇杷坂遺跡群との境界をなしている

が、本来は同一の遺跡群 として提えられるものである。遺跡周辺には、すぐ西隣に清水田遺跡と

北側に円正坊遺跡がそれぞれ存在する。

1“ I

醐
円正坊遺跡三

ロキ4造

野 0

_二 佐 ス 高 等 学 校



第 2節 歴史的環境

本遺跡が所在する岩村田及びその周辺の長土呂 。塚原には、調切 りの台地上または低湿地や残

丘上に数多 くの遺跡が所在する。これらの遺跡を時代別に概観 したい。

まず、先土器時代及び縄文時代の遺跡は、今日までに確認されていない。これは浅間山の第一

人砕流 。第二人砕流の年代がC14年代浪1定で10,650～ 11,300年 前 (第二火砕流)と 判明しており、

これら年代に近似する当時代は、遺跡周辺部において生活域として不向きだったことが予想され

る。 しかし、北方約 2 kmに所在する聖原遺跡 0下聖端遺跡 。上久保田向遺跡では縄文時代とされ

る落とし穴遺構が見つかっており、狩猟 0採集などの活動は行われていた様である。

次に弥生時代の遺跡としては中期 0後期に入 り、低湿地を取 り囲むように大規模な集落が形成

され始める。中期の集落としては佐久平をも代表する北西ノ久保遺跡が湯川の段丘上にある。当

遺跡からは弥生中期後半の竪穴住居址92軒が調査され、一時期の集落構成は40軒程度で、住居l■

の規模 0配置から血縁的つながりをもった四つのグループがあったことが考察されている。また

弥生後期前半と考えられる木棺墓 8基 0四隅が切れるタイプの方形周溝墓 1基が検出されている。

この本棺墓は、形態より群`再
県有`馬

遺跡の礫床墓などの上坑両端に棺を設置したと考えられる掘

り込みなどは共通するものの、北西ノ久保遺跡の場合、礫は覆土中により検出され、どちらかと

いうと墓を覆った様に検出されているのが特徴である。後期の集落としては周防畑 B遺跡があげ

られる。当遺跡は濁 り川の西、低湿地に続 く微行地上にあり、集落全体の調査ではないが後期前

半の住居址32軒、円形周溝墓 2基、多数の上墳墓が調査されている。当地域は、このように弥生

時代中。後期の集落密集地帯であるが、近年国道141号線バイパス建設に伴い西一本柳遺跡が調査

され当該期の大規模な集落が検出され新たな展開を見せている。

古墳時代になると、前期や中期の松ノ本遺跡 0清水田遺跡の様に前代までのような大規模な集

落は姿を消 し、 5～ 6軒程度の集落しか検出されなくなる。これは当遺跡周辺に限ったことでは

なく、理由づけはなされていないが佐久平一円に現れる現象である。集落規模が増大するのは後

期にはいってからであり、上聖端 0下聖端 。聖原遺跡などで集落が検出されている。しかし、立

地は低湿地を望む微高地上ではなく、田切 りが深 くなる台地内部にこれら遺跡は立地 し、弥生時

代の遺跡立地とは異なる様相を示す。或いは、畑作 0牧経営といった水稲耕作に比重をおかない

生産 。生活活動がこの頃より導入されたとも推定できる。古墳址は北西ノ久保遺跡より中期～終

末期までの方墳 。円墳19基が検 lL「4さ れている。そのうち径24mの円墳からは、多量の円筒埴輪 0

朝顔形埴輪 0人物埴輪 0動物埴輪 (1馬 ,鶏 )。 家形埴輪・器材埴輪 (盾 ,太刀,靭 )な どが出土している。

その形態の共通性より群`馬
方面の影響下に成立 したとされており、所産時期は 6世紀後半と推定

されている。
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スクリーン トーン部分 は、昭和47年 当時 に

畑地及び宅地 として利用 されていた部分。
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第 3図 周辺遺跡位置図 (1)(1:10,000)



次に、奈良 。平安時代では、前代から同じ場所で引き次がれる集落址が多い。特に長土呂遺跡

群聖原遺跡は、大規模な佐久流通業務団地建設に伴い面積約97,000m2が調査され、古墳時代後期

から平安時代末までの竪穴住居址970軒以上 。掘立柱建物址860棟以上などが検出され、遺物も円

面硯 0石 Fp「伯万私印」0瓦塔 。八稜鏡 。帯金具などが出土 している。また、濁 り川を挟んで対岸

の台地上には海獣葡萄鏡や銀鋲の
`馬具などが出上した芝宮遺跡群が、またその西には「り|1原寺式」

の要素を持つ 7世紀末と考えられる軒丸瓦が出土した周防畑遺跡群などがある。このように、当

遺跡周辺は古代律令期に入り古代佐久郡の中心的な場所として位置付けられ、或いは郡衛 。郡寺

などの発見の期待がかかる地域である。生産址遺跡としては、濁 り川西の低湿地で平安時代に比

定される水田址が濁 り遺跡で発見されている。

中世以降としては、北西ノ久保遺跡に隣接 して鎌倉中期から後期の五輪塔などから成る石造塔

婆群が存在する。館跡としては長土呂地籍に方形の地籍割を持ち、近代まで土塁 0濠が一部残存

した長土呂館跡があるが、成立時期など詳細は不明である。また、中世に活躍 した大井氏の本拠

地として推定される城館跡が岩本寸田市街東端の湯川段丘上に石並城 e王城 0黒岩城 としてある。

このうち黒岩城は昭和58年 に一部発掘調査が行われ、15～ 16世紀と推定される掘立柱建物址や

竪穴状遺構が発見された。出土遺物としては、石自 0金属製品 0国産陶磁器 。舶載青白磁器・鉄

滓などが出土 した。しか し、これらの遺構は城

の主要部分の建物ではな く、周辺の城に付随 し

た工房であった可能性が指摘 されている。

円正坊遺跡東方の岩村田の町は中世 より大

井氏の城下町 として栄えていたが文明十六年

(1484)村上氏によって焼 き討ちにあい灰儘に

帰したことが文献史料『四隣諄藪』に記されて

いる。よって、現市街地の地下には中世町並み

が兵人に遭遇 したとは言え良好な状態で埋没

している可能性がある。

近世にはいると、江戸幕府により整備された

「中山道」が岩村田市街地を通過し、宿場町が

形成された。当時の建物はほとんど残されてい

ないが、現在でも地害1り にその面影を残 してい

る部分 もある。

以上、周辺の遺跡について調査されたものを

中心に時代を追って概観 してみた。

北西ノ久保遺跡  6下 芝宮遺跡

松 ノ本遺跡   7上 聖瑞遺跡

清水田遺跡   8聖 原遺跡

濁 り遣跡    9上 久保田向遺跡

周防畑 B遺跡   10黒 岩城

第 4図 周辺遺跡位置図 (2)
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2
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4
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第 1節 基本層序

本遺跡の基本層序は調査地点により異なるが、基本的に7層 に分かれる。下に示した図はC区

のものである。第 1011層 は耕作土であり、第III層 と第Ⅳ層間には微量の流水によると考えられ

る川砂の堆積が確認された。古墳 0奈良 。平安時代の各期の遺構は第Ⅳ層上面が確認面である。

第lV層 と第V層 中は弥生時代の土器片が含まれた包合層を形成 していた。調査区A区は第Ⅱ層下

が第Ⅵ層となり各期の遺構確認面は同一であった。

0嬌

lm一

I層 灰 色 土

II層 褐 色 土

ⅡI層 褐灰色土

Ⅳ層 黒 色 土

V層 黒 色 土

Ⅵ層 暗褐色土

Ⅶ層 黄褐色土

(10YR7/1)し まり、精性弱く、/1～ 2 cmの 砂石を含む。

(10YR6/1)しまり、粘性弱く、/1～ 2 cmの砂石を含む。I層よりしまりあり。

(10YR4/1)し まり、粘性やや弱く、褐灰色土と黒色土プロックを混入。
ⅡI層 、Ⅳ層の間に微量の川砂が堆積している。

(10YR2/1)し まり、粘性ややあり、V層 よりやや褐色味がある。

自色の粒子を含む。

(10YR2/1)し まり、粘性あり、ローム粒子を微量含む。

(10YR3/4)(ロ ーム漸移層)し まりややあり、粘性弱い。

/1～ 2 cmの 軽石とローム粒子を含む。

(10YR5/8)(Plロ ーム層)し まりややあり、粘性弱い。

/3～ 4 cmの軽石を含む。

第 2節 検出遺構静遺物の概要

検出遺構  竪穴住居址 8軒

掘立柱建物址 1棟

古墳址   1基

土坑    8基

第 5図 基本層序模式図

弥生時代中期後半 2軒 (Hl。

後期後半 1軒 (H2)

古墳時代後期初頭 2軒 (H4.

平安時代     2軒 (H6。

時代不明     1軒 (H8)

平安時代       (Fl)

古墳時代後期     (OT

H3)

Ｈ

　

Ｅ

出土遺物  弥生土器 ,土師器 ,須恵器 ,陶磁器 ,鉄製品 (紡錘車),石器 ,

1)
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A区 全体図

今回の発掘調査 した範囲は、南北95m。 東西68m範囲に囲まれ

た部分である。現在は畑地等 として利用され、調査地点の標高は

A地点が706m e c地点が702mを 浪1り 、緩やかな南傾斜を呈 して

いる。調査面積はA区が109m20B区 が196耐 OC区が70がであり、

狭い調査範囲の為、住居 l■の全体 を調査できたものは 1軒 もな

かった。

また、B区南側からC区東猥1に かけては、基本層序に示 した第

Ⅳ oV層 の黒色土 (第 6図 スクリーントーン部分)の堆積が認め

られ、埋没谷のような状況であった。この黒色土からは多量の弥

生土器が出土 している。

なお、A区については送電線鉄塔が倒壊の危険1生がある為、土

圧維持の関係で三分割による調査が行われた。よってH2号住

居址は南北半分ごとの発掘調査 となった。

B区 全体 図

撹

乱

?  (1:200) ,m

第7図 地点別調査区全体図

9  (1:200)  ,m

区全体 図



第 1節 竪穴住居址

(理 )囲 1薇筐跛址 (輻 議螢9口、

「

糞図機轟)

本住居址は調査区A区の南西側コーナー部より検出され、カー405、 キー405Grに位置する。

残存状況は、南側と西側がそれぞれ調査区域外となる為、住居址全体のうち北東コーナー部だけ

の検出にとどまったが、形態は隅丸方形の住居址と考えられる。

規模は、検出部分で東壁3.76m、 北壁1.40mを濃1る 。壁高は東壁で約0.40mを 測る。住居址床面

積は7.2m2を浪1る 。床は全体に堅 く踏みしまっており、貼床は0.10mほ どの厚さで施されていた。

Pitは 4カ 所確認され、Plは北東側の主柱穴と考えられる。Plの規模は径0.62m、 深さは床面

より0.30mを浪1る 。壁溝などは確認されなかった。

また、本l■_は掘 り方検出時に床面 (8層 )下に新たな床面 (10層 )が確認された。新たな床面も非

常に堅 く踏みしまっており、厚さは9010層 で0.20mを 測る。しかし、床面範囲は上部の床面ほど

広がらず、壁の0.30m手 前で緩やかに立ち上がる。立ち上が りの高さは0。 22mを 測る。床面積は

4.2m2を 浪1る 。Pitは 2カ 所確認された。規模は径0.40m、 深さ0.39mを 測る。以上のような形態 0

規模より新たに検出された床面は、Hl号住居址の拡張前の貼床と考えられる。

本址よりの出土遺物は図示 したものの他に弥生土器壼片などがある。遺物は覆土中層よりの出

土が多かったが何れも小片で、床面からの出上は非常に少量であった。

1は高不の不部破片である。形態は不部が逆「ハ」の字状に大きく開き、回縁部で外反し鍔状

に張 り出す。日唇部には三角形の突起が貝占付されている。調整は内外面とも丁寧なミガキが、ま

た全面に赤色塗彩が施されている。 2は甕の胴部下半の破片である。施文は胴部中位まで右回り

と考えられる櫛描波状文が 8本一組で施されている。調整は胴部下方向から丁寧なミガキが行わ

れており、このミガキによリー部分の櫛描波状文が消されている。

9       (1:4)     lρ
Cm

第 8図 Hl号 住居址出土遺物実浪1図
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5層

6層

A層

B層

C層 7層

8層

9層

10層

ア層

♀ η炒 仲

褐灰 色 土 (10YR6/1)
しまり、粘性弱い。/2～ 3 cmの 小石を含む。

にぶt演橙色土 (10YR7/2)
しまり、粘性弱い。火由灰(下層)を ブロック状に含む。

褐灰 色土 (10YR4/1)
しまり、粘性弱い。/1 cmのパミスを含む。

黒 褐 色 土 (10YR3/1)
しまり、粘性弱い。暗褐色土ブロックを含む。

/2～ 3 mmの パミスを多量合む。

黒 褐 色 土 (10YR3/1)
しまり、粘性弱い。/1～ 2 mmのパミスを合む。

黒 褐 色 土 (10YR3/2)
しまり、粘性弱い。黒色土ブロック・/2～ 3 cmの パミ
スを含む。

暗 褐 色 土 (10YR3/4)
しまりあり、粘性弱い。/2～ 3 cmの パミスをやや多く
合む。

にぶt演褐色土 (10YR4/3)
しまりややあり、粘1生 弱い。/1～ 2 mmの パミスを多量
含む。

標高 706.24m

褐 色 土 (10YR4/4)
しまり、粘性弱い。/2～ 3 cmの 軽石を含む。やや明るい
土 。

黒 褐 色 土 (10YR3/2)
しまり、粘性あり。ロームプロック・/2～ 3 cmの 軽石を
含む。

黄 褐 色 土 (10YR5/6)
しまり、粘性やや弱い。オレンジの地山を多量に合む。

黄 褐 色 土 (10YR5/8)
しまり、粘性あり。上面硬質で踏み固まっている。 (員占床)

黒 褐 色 土 (10YR3/1)
しまり、粘性あり。黒色土とローム粒子を合む。

黄 掲 色 土 (10YR5/6)
しまり、粘性あり。上面よく固まっている。黒色土とロー
ム土の混合土。

黄 褐 色 土 (10YR5/8)
しまりあり。黒色土ブロックを少量合む。

黄 褐 色 土 (10YR5/6)
しまり強く、粘性弱い。下層に黒色土を含む。

1層

2層

12層

3層 11層

号住居址実測図

11

4層

第 9図  Hl



(2)辮 盟母筐 晰 址 (饒 10011§ 薇国 ′写真 国版 y)

本住居址は調査区A区の中央より検出され、オー20304、 カー20 304Grに位置する。本

址はOTl号墳と重複関係にあり、新旧関係は本址の方が古い。残存状況は東側 と西側がそれぞ

れ調査区域外となり、北側がOTl号墳に削平されている為に住居址全体の中央部分だけの検出

にとどまったが、形態は東西に長軸をもつ隅丸方形の住居址と考えられる。

規模は、検出部分で北壁4.00m、 南壁4.46mを 浪1り 、推定での規模は長軸壁約8.00m、 短軸壁約

6.00mを 測ると考えられる。壁高は北壁で約0.23mを 測る。住居址床面積は検出部で24.4m2、 推定

面積は40.8m2を 測る。住居址の主軸方位はN-45° ―Wを 示す。床は全体に堅く踏みしまってお

り、貼床は0.14mほ どの厚さで施されていた。Pitは 7カ 所確認され、Plか らP4は主柱穴と考

えられるが、柱痕などは確認されなかった。Plか らP4の配置から本住居址は 6本の主柱穴を

持つと推定できる。規模はPlが径0.50m O深 さ0.17m、 P2が径0.60m・ 深さ0。 17m、 P4が径

0.80m。 深さ0.12mを ,員1る 。壁溝はヨL壁で確認され、幅0.13m・ 深さ0.10mを測る。

また、本址中央より炉跡が確認された。形態はほぼ円形の上坑が二つ連結したような状態で、

規模は長軸長1.76m・ 短軸長1.28m、 深さ0.30mを 浪1る 。人床面は浅い方の掘 り込み部より顕者に

確認された。深い方の掘 り込み部は第12図 に示 したすべての土器が乱雑な状態で出土し、いわゆ

る「埋甕炉」として機能していたかどうかは疑わしい状態であった。

本llLか らの出土遺物は前述 したように炉址からのものがほとんどであり、覆土や床面からは弥

生土器甕の小片が少量出土したにとどまった。

1は壺の口縁部から頸部の破片である。炉からの議土のため二次焼成を受けている。形態は日

縁部が外側に強く外反 し、日縁部先端で受け口状に立ち上がる。施文は受け口部外面に2条の箆

描連続山形文がある。調整は丁寧なミガキを施す。 2は壺の頸部から胴部である。形態は胴部下

半に最大径を有 し、細い頸部から大きく口縁部が外反すると思われる。施文は頸部に2条の平行

線文によって区切 られた空間に、 4条の寛描連続山形文を施し、文様帯内にLR縄文を充填して

1層 黒色土 (10YR2/1)

しまり、粘性ややあり。

炭火物・焼上粒子を多量

含む。

いる。調整は外面 ミガキ、内面ナデが施

されている。3は壺胴部の破片で、施文

は残存部で 2条の平行線文によって区

切 られた空間に大 きさの異なる 3条の

箆描連続山形文を施 し、文様帯内にLR

縄文を施す。4と 5は甕破片で、4の施

文は日唇部にLR縄文、頸部に 6本一組

の櫛描簾状文、胴部に 5本一組の不規則

な櫛描波状文がそれぞれ施 してある。調

舗
焼土範囲

標高 705.64m

(1:30)

第10図  H2号 住居llh炉実測図
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標高 706.44 1nl

01

炉 範 囲

貼床範囲

A層 褐灰色土 (10YR6/1)

B層  浅黄橙色土 (10YR8/4)

C層 黒 色 土 (10YR2/1)

1層 褐 色 土 (10YR4/6)

2層 暗褐色土 (10YR3/3)

3層 黒褐色 土 (10YR3/1)

4層  明黄褐色土 (10YR6/8)

5層 褐 色 土 (10YR4/4)

6層 黒褐色 土 (10YR3/2)

7層 黒褐色土 (10YR3/1)

8層 黒褐色土 (10YR3/2)

9層 黒 色 土 (10 YR2/1)

10層 黒 色 土 (10YR2/1)

しまり、粘性弱い。イヽ石・ローム粒子を含む。耕作上。 (近世)

しまり、粘性弱い。鉄塔の工事盛土。

しまり弱く、粘性あり。ローム粒子をほとんど含まない。

しまり、粘性弱い。/2～ 3 cmの 軽石 。ローム粒子を含む。褐色上のブロックを含む。

しまり、粘性弱い。ローム粒子・パミスを多量合む。

しまりあり、粘性弱い。/2～ 3 cmの パミスを多量含む。

しまりあり、粘性弱い。/2～ 3 cmの パミスを多量含む。上面より硬質。下層に黒色土が

入る部分あり。 (1占 床)

しまり、粘性ややあり。/1 cm弱の軽石を含む。

しまり、粘性あり。焼土のかたまりと炭化物を含む。/2～ 3 cmの軽石を含む。

しまり、粘性やや弱い。ローム粒子を含む。

しまり、粘性ややあり。/2～ 3 cmの 軽石を合む。

しまり、粘性ややあり。ローム粒子を含む。

しまり、粘性やや弱い。/2～ 3 cmの 軽石を合み、 9層 よりやや明るい。

H2号住居ll「_実測図

13

第11図
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第12図 H2号住居址出土遺物実浪1図

整は内面が丁寧なミガキが施されている。 5の形態は口縁部が受け口状で、施文は口唇部にLR

縄文、日縁部外面に6本一組の櫛描波状文、頸部に 7本一組の櫛描簾状文、胴部に 7本一組の櫛

描斜走直線文が不規員Jな縦位羽状にそれぞれ施 している。調整は内面がやや荒いミガキが施され

ている。 6は単子Lの甑で、穴は焼成前の穿子Lである。施文は回唇部にLR縄文を施す。調整は内

外面ともにミガキが施されている。 7は磨 り石皿と考えられる。北壁際と南壁際のものが接合 し

た。図中にスクリーントーンで示 した部分がもっともよく磨かれていた。石材は花同岩である。



(3)‖ 3靡筐層址 (鼈 10～ 17国、

「

糞国版量 苺大 )

本住居址は調査区B区の北西端より検出され、コー6 7、 サー6 0 7Grに 位置する。本址はH

4号住居址 とH8号住居址 と重複関係にあり、新 1日 関係は古い方よりH8号→本址→H4号であ

る。残存状況は西側が調査区域外 とな り、北西端がH4号 に削平されている他はほぼ良好である。

目
|

bぴ9◎
⑨

蜻
恥
■

A層 灰 自色土 (10YR7/1)

B層 褐灰色土 (10YR6/1)

1層 暗褐色土 (10YR3/3)

2層 黒 色 土 (10YR2/1)

3層 黒褐色土 (10YR3/2)

4層 褐 色 土 (10YR4/4)

5層 黒褐色土 (10YR3/1)

6層 暗褐色土 (loYR3/3)

7層 黒 色 土 (10YR2/1)

8層 黒 色 土 (10YR2/1)

9層 黄褐色土 (10YR5/8)

10層 褐 色 土 (10YR4/4)

11層 明黄褐色土 (10YR6/8)

しまり、粘性53い。/1～ 2 mmの小石を多量含む。

しまり、粘性弱い。A層 より黒味あり。/1～ 2 mmの 小石を含む。

しまり、粘性やや弱い。/2 mmの軽石・パミスを含む。

しまりややあり、粘'14_あ り。小石 。軽石・パミスを含む。

しまりあり、粘性弱い。/2～ 3 cmの軽石を含む。

しまり、粘性ややあり。ローム粒子を多量、軽石を含む。

しまり、粘性やや弱い。ローム粒子・軽石を少量含む。

しまり、粘性あり。ローム粒子・軽石を多量含む。

しまり、粘性弱い。/2～ 3 cmの軽石を含む。

しまり弱く、粘性あり。/2～ 3 cmの 軽石 。黄色パミスを含む。

しまり、米占性あり。ロームブロックを含む。

しまり、粘性弱い。ローム粒子を多量含む。

しまりあり、粘性弱い。ローム主体。/2～ 3 cmの 軽石を含む。

第13図  H3号 住居址実測図



形態は南北に長軸をもつ隅丸方形の住居址と考えられる。規模は、検出部分で北壁1.48m、 南壁

3.33m、 東壁5.36mを 測 り、推定での規模は長軸約5.80m、 短軸約4.70mを測ると考えられる。壁

高は西側セクション面で約0.36mを 浪1る 。住居址床面積は検出部で13.5m2、 推定面積は17.3m2を測

る。住居址の主軸方位はN-24° 一Eを示す。床はやや軟質であるが、貼床は0.08mほ どの厚さで

施されていた。Pitは 16カ所確認され、Plか らP4は主柱穴と考えられるが、明確な柱痕などは

確認されなかった。規模はPlが径0.28m・ 深さ0.20m、 P2が径0.28m。 深さ0.17m、 P3が径

0.37m e深さ0.33m、 P4が径0.40m e深さ0.31mを浪1る 。 P13014015は その配置から入 り口施

設の梯子穴的性格のものと予想される。また、P16は Pit上端周辺が床面よりも一段高く周堤帯の

ように造 りだされており単なる柱穴とは異なる性格が予想される。他のPitは補助的な柱穴と考え

られる。壁溝は北壁一部、東壁と南壁で確認され、幅0.23m・ 深さ0.04mを浪1る 。

また、本l」L中央より炉跡が確認された。形態はほぼ円形で、規模は長軸長1.21m e短軸長0.99

m、 深さ0。 19rnを 測る。炉南側には 3個の河原石が「コ」の字状に配石され、枕石 として使用さ

れていた。また火床面からは第16図 に示 したNQ 4と NQ 5の 上器が舌L雑ではあるが敷かれたような

状態で出土 した。

本址からの出土遺物は、覆土上層 と床

面から集中的に出土 した。 しか し、覆土

上層の遺物に関 してはその出土状態や本

址床面上から出土 した遺物 と所産時期が

異なるため、第 6節の遺構外遺物の項で

改めて報告する。 よつてここでは、床面

直上出上の遺物のみを扱 う。

1は壺であり、口縁部の一部を欠損す

る他はほぼ完形である。出上位置は第15

図に示 したように、住居址南側にNQllの

石皿 と並ぶような位置に横転 した状態で

出止 した(写真図版六②)。 形態は口縁部

が外側に強 く外反 じ口縁部先端で受け口

状に立ち上がる。最大径は胴部中位にあ

る。施文は口唇部の面取 りされた部分に

LR縄文を充填、受け口部外面は 2条の

箆描連続山形文を施文じやや荒 くLR縄

文を充填 している。

標高 704.95m

(1:30)

第14図  H3号 住居址炉実測図
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しまりややあり、粘性弱い。

/2～ 3 cmの 軽石を含む。

焼土・炭化物を微量含む。
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第15図  H3号 住居址遺物出土状況図
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第16図  H3号 住居址出土遺物実瀬1図 (1)
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第17図  H3号 住居址出土遺物実測図 (2)
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頸部は 2条の平行沈線と粘土を盛 り上げた部分によつて区lFJさ れた空FH5に、 2条づつ計 4条の

箆描連続山形文を施 し、あいた空間にLR縄文を充填 している。調整は外面ミガキ、内面rll毛 目

のナデが施されている。 2は壼の胴部から底部の破片であり、P7脇より出土した。調整は外面

ミガキ、内面刷毛目のナデである。内面底部付近は化粧上が争1げ器面が荒れた状態であった。 3

は甕であり、胴部の一部を欠損する他は完形である。 P ll脇 から散舌Lし た小破片の状態で出土し

た。形態は胴部上半に最大径を有 し、広い頸部から口縁部がほぼ垂直の受け口状に立ち上がる。

施文は口唇部の面取 りされた部分にLR縄文を充填、受け口部外面は2条の箆描連続山形文を施

文じやや荒 くLR縄文を充填 している。また口縁部と頸部には等間隔で5カ 所に沈線文を持つ円

形浮文が貝占付されている。胴部上半は 3条の 5本一組で櫛描波状文が施されているが、最上部の

1本が他に比べて深い。胴部中位は上半と同じ櫛描波状文と観察できるが、化粧上が堅かったせ

いか、最上部の 1本 しか施文されていない。調整は外面刷毛目のナデの後荒いミガキ、内面rll毛

目のナデである。 4は甕であり頸部から胴部の破片である。炉跡から出土した。施文は頸部に 2

本一組 と1本一組の櫛描簾状文が巡 り、胴部は 4本一組の櫛描斜走直線文が縦位に施されてい

る。調整は外面ミガキ、内面刷毛日のナデとミガキである。 5は甕の口縁部から胴部の破片であ

り、炉跡から出上 した。施文は口縁部と胴部が 4本一組の櫛描波状文、頸部が 4本一組の櫛描簾

状文が施されている。調整は内面 ミガキを施す。 6は小型台付甕の脚部分で、覆土より出土 じ

た。施文は脚接合部に4本一組の櫛描簾状文を施す。また内面は煤の付着なのか黒色となってい

た。 7は高不であり、日縁部と脚部を一部欠損する他は完形である。P7脇 より出土 し、施文は

見られないが、内外面ともに赤色塗彩されている。調整は丁寧なミガキが施されている。 8は単

子Lの甑で、北壁際の壁溝上から出土 した。子しは焼成前の穿孔で、調整は内外面ともミガキが施さ

れている。 9は壺の転用甑であり、P6脇 より出土 した。調整は外面がrll毛 目のナデの後荒いミ

ガキで、内面がナデが施されている。子Lは焼成後の穿子Lである。10は甕で、床面上の広範囲から

破片で出土した。形態は胴部上半に最大径を有 し、日縁部が大きく外反するものと考えられる。

施文は口唇部の面取 りされた部分にLR縄文を充填、受け田部外面は3条の箆描連続山形文を施

文しLR縄文を充填 している。頸部には6本以上一組の櫛描簾状文が、胴部上半には櫛描斜走直

線文が縦位羽状に施されている。調整は胴部下半と内面が丁寧なミガキが施されている。

本址からの石器は11はNQ lの 壺の脇より、磨 り面を上にして出土した。研面は片面のみで片側

よりに大小の凹がニカ所確認できる。石材は石英安曲岩である。12は磨 り石で、東壁南よりの壁

溝上から出土した。全面きれいな研磨のあとがあり、また赤色の粉末 (ベ ンガラ ?)が付着 してい

る。石材は砂岩である。13は 不定形石器で片側に刃を造りだし、両端は稿打痕がある。石材は輝

石安山岩である。14は打製横刃型石器で両端は欠損 しているものの、その形態より石包丁的使用

目的が推定できる。石材は緑泥片岩である。



(4)H4母催雉址 (欝 10～ 01図 ′写真図版な。人②③)

本住居址は調査区B区の北西端より検出され、コー6,サー6 Grに位置する。本址はH3号住居

址とH8号住居l」Lと 重複関係にあり、新旧関係は古い方よりH8号→H4号→本址である。残存

状況は西側と北側が調査区域外となり、住居址の南東コーナー部だけの検出となった。

形態は方形の住居址と考えられる。規模は、検出部分で東壁1.38m、 南壁3.38mを 測るが、南

壁西端が屈曲し始めることや住居址掘 り方において同じく西端がコーナー的に掘 り込まれている

ことなどから、本址は小型の住居址 とも考えられる。壁高は西側セクション面で約0.40mを 測

る。住居址床面積は検出部で4.6m2。 床はやや軟質であるが、貼床は0.20mほ どの厚さで施され

ていた。Pitは 21カ 所確認され、Plか らP3以外のものは壁に沿うように検出され、壁柱穴的

な性格が考えられる。規模はいずれも径0.15m内 外 0深 さ0.06～ 0.04mを 浪1る 。また東壁に沿う

ように長方形の土坑が検出された。規模は長軸長1.30m e短軸長0.80m、 床面からの深さ0.09m

を測る。土坑内か.ら は第19図 に示したように多量の土師器甕が出上している。

A層

B
‐   B層

C層

1層

灰 自色二li(10YR7/1)

褐灰色土 (10YR6/1)

褐灰色土 (10YR4/1)

暗褐色土 (10YR3/3)

しまり、粘性弱い。/1～ 2 mmの 小石を
多量含む。

しまり、粘性弱 tヽ。/1～ 2 mmの 小石を
含む。A層 より黒味あり。

しまり、粘性弱い。/1～ 2 mmの 小石・

軽石を合む。B層 より黒味あり。

しまり、粘性弱い。/1～ 2 mmの 軽石・

しまり、粘性あり。/1～ 2 mmの パミス
・軽石を含む。

しまり、粘性ややあり。ローム粒子を少
量、/1～ 2 cmの軽石を含む。

しまり弱く、粘性あり。焼土・炭化物を
多量含む。

しまりやや弱く、粘性あり。炭化物を微
量、ローム粒子を含む。

しまり、粘性弱い。/1～ 2 mmの ローム

粒子を含む。

しまり強く、米lrH:あ り。ローム粒子^・ 黒
色土・/2～ 3 cmの軽石を含む。 (1占 床)

パミスを含む。

2層  黒 褐 色 土 (10YR3/1)し まり、粘性ややあり。ローム粒子・/
1～ 2 cmの 軽石を合む。

3層 灰黄褐色土 (10YR4/1)

4層 黒褐色土 (10YR2/3)

5層 暗褐色土 (10YR3/4)

6層 黒褐色土 (10YR3/2)

7層 褐 色 土 (10YR4/4)

8層  黄褐色土 (10YR5/8)

9  (1:80)  7m

第18図  H4号 住居址及び掘 り方実1員1図
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第19図  H4号住居址遺物出土状況図

本址からの出土遺物は覆土と床面及び土坑内から出土し、特に土坑内と南壁際から集中して出

土した。また、上器等にまざって炭化材も少量検出されている。

1～ 6は土師器胴張長胴甕で、形態はいずれも最大径を胴部中位に持ち、底部は3を のぞき水

平面を作 り出しているが、 3はやや丸底ぎみである。調整は102が外面刷毛目の残るナデを、

内面はナデを施す。 3～ 6は外面がヘラケズリを、内面は 3・ 506がナデ、 4が漏1毛 日のナデ

を施す。 7は小型甕の口縁部から胴部の破片で、顕著な二次焼成を受けている。形態は胴部下半

に最大径を持つものと考えられる。調整は外面ヘラケズリ、内面がナデを施す。 8と 9も 小型甕

で、東壁脇から重ねられた状態で出上 した(写真図版八②)。 形態は胴部下半に最大径を持ち、底

部は 8が水平、9はやや丸底気味である。調整はいずれも外面がヘラケズリ、内面がナデを施す。

10～ 12は 小型丸底壺である。形態は何れも最大径が胴部中位にあるが、10は 口縁部中位からやや

肥厚 し、頸部との境目に稜を持つ。また、底部は粘土版が残 り水平状になっている。これらの形

態より10は須恵器魁を意識 した模倣品の可能性がある。調整は内外面にナデが施されている。
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第20図  H4号 住居址出土遺物実測図(1)
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第21図  H4号 住居址出土遺物実浪1図 (2)

11012の形態は口縁部径が胴部最大径より小さく、底部は丸底を呈する。また、色調が11は 赤

色化 しており赤彩を意識 したものか ?。 調整は11が 口縁部内外面から胴部中位までが丁寧なミガ

キで、胴部下半は横方向のヘラケズリが施されている。12は 口縁部内外面から胴部全体が丁寧な

ミガキ、胴部内面がナデを施す。13は敲石と考えられ、南壁西寄りの土器の下から出土した。焼

成を受けている為か表面がはげ落ちている。14は石皿で、 8。 9の小型甕脇から出土した。片面

のみ凹状の顕著な研磨面が観察できる。石材は13、 14と も輝石安山岩である。



(3)爾 5は憧踪墟 (鞣盟2000国、口糞図版九)

本住居址は調査区B区の北東より検出され、キー8、 クー70 809Grに位置する。本址はD

6号 と重複関係にあり、新 1日 関係は本址の方が新 しい。残存状況は東側が調査区域外となり、住

居址の西半分だけの検出となった。

形態は方形の住居址と考えられるが、南西コーナーは隅丸的な曲線を描き、北西コーナーは一

部外側に張 り出している。規模は、検出部分で北壁2.05m、 西壁 4。 36m、 南壁1.85mを浪1る 。壁

高は東側セクションの残存状況良好な面で約0.92mを 測る。住居址床面積は検出部6.2m2で ある。

A層 褐灰 色土 (10YR4/1)

B層 褐灰色上 (10YR4/1)

1層 黄褐色土 (10YR5/6)

2層 黄褐色土 (10YR5/6)

3層 黒褐色土 (10YR3/1)

4層  黄褐色土 (10YR5/6)

5層 黒 色 土 (10YR2/1)

6層 掲灰 色土 (10YR6/1)

7層 黒褐色土 (10YR3/2)

8層 暗褐色土 (10YR3/4)

9層  1二 ぷ戦褐色土 (10YR4/3)

黄 褐 色 土 (10YR5/8)

黄 褐 色 土 (10YR5/8)

黄橙 色 土 (10YR7/8)

耕作土。近世。

耕作土。近世。

しまりあり、粘性弱い。/3～ 4 cmの

軽石、/1～ 2 mmの パミスを多量含む。

しまりあり、米占性弱い。 1層 よリパミ
スを多量含む。

しまり弱く、粘性あり。/2-3 mmの
パミスを多量含む。

しまり、粘性弱く、2層 に似る。

しまり、粘性ややあり。/2～ 3 mmの
パミス・炭化物を含む。

耕作土と黒色土の混合±。

しまりややあり、粘性やや弱い。黒色
土と褐色上の混合土。

しまり、粘性あり。粘上のようなしま
りある土。ローム粒子を少量含む。

しまり、粘性あり。焼土粒子 。ローム
粒子を多量含む。

しまり、粘性あり。下層に黒色土を合
む。硬質面。(貼床)

しまり、粘性ややあり。/2～ 3 cmの

軽石を多量含む。(貼床)

しまりあり、粘性弱い。(ロ ーム土掘り
くずれ)a占床)

層

　

層

　

層

標高 705.85m

,  (1:80)  ?m

第23図

第22図 H5号 住居址実測図
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(6)

σ

床はやや軟質であるが、貼床は0.27mほ どの厚さで施されていた。Pitは 1カ 所確認され、規

模は径0.36m・ 深さ0.1lmを 濃1る 。また、掘 り方検出時に 2カ 所のPitが確認された。検出位置

から本址の主柱穴と考えられる。規模はP2が径0.34m O深 さ0.29m、 P3が径0.50m O深 さ0.

69mを 波1る 。カマ ドは検出されなかったが、東側セクションの第9層 において粘土プロックが確

認された為、住居址北壁猥1に構築されているものと考えられる。

本址からの出土遺物は図示した物の他に、弥生土器壺片 0甕片がある。 1は土師器壺で、床面

上より出土 した。形態は胴部中位に最大径を持ち、口縁部が外側に強く外反する。調整は日縁部

内外面と胴部外面が丁寧なミガキ、胴部内面はナデが施されている。 203は、土師器高不の不

部で、覆土より出土している(3は不の可能性 もあるが清水田遺跡において同型の小型高不があ

る為、ここでは高不として報告する)。 形態はいずれも体部に稜を持つと考えられる。調整は 2

が内外面に暗文風のミガキが放射状に施されている。3は 内外面に丁寧なミガキが施されている。

6号催鸞址 (第 24～26図 ′写真図版十 )

9  1■ 」
m 7m 

第24図  H6号 住居址実淑1図

本住居址は調査区A区の北よりから検出され、ウー2、 エ

ー2 Grに位置する。残存状況は北側が調査区域外 となり、南

側は鉄塔基礎の削平によって消滅 していた。よって住居址

全体の南側1/3ほ どの検出となった。

形態は方形の住居址と考えられる。規模は、検出部分で東

壁0.72m、 西壁1.40m、 南壁1.10mを測 り、南壁の推定長は3.

60mと 考えられる。壁高は北側セクションの残存状況良好な

面で約0.28mを 測る。住居址床面積は検出部4.2m2である。

灰 白色 土 (10YR7/1)
しまり、粘性弱い。4ヽ石を少量含む。耕作土。

褐 灰 色 土 (10YR4/1)
しまりややあり、粘性弱い。/2～ 3 mmの 軽石を含む。

黒 褐 色 土 (10YR3/1)
しまりあり、粘性弱い。/1～ 2 cmの 軽石を多量、ロ
ーム粒子を含む。
黒 褐 色 土 (10YR2/2)
しまりややあり、粘′

r■ 弱い。/1～ 2 cmの 軽石・ロー
ム粒子を多量合む。
褐 色 土 (10YR4/4)
しまりあり、粘性ややあり。ローム粒子を多量含む。

褐 灰 色 土 (10YR5/1)
しまりあり、粘性強い。焼土ブロック・灰色粘土・炭
化物を含む。
明黄褐色土 (10YR6/8)
しまりあり、粘性弱い。/2～ 3 cmの軽石・砂・黒色
土ブロックを含む。
褐 色 土 (10YR4/6)
しまり、粘性弱い。/2～ 3 cmの軽石を含む。

標治i706.54m
O   (1:60)  1・ 5m

第25図 H6号住居llLコ ーナー土坑

A層

B層

1層

2層

3層

4層

5層

6層
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床は硬質で、貼床は0.08rllほ どの厚さで施されていた。Pit・ カマ ドは確認されなかったが、

住居址南東コーナーより白色粘土と灰の堆積が確認され、粘土下からは土坑が検出された。規模

は長軸0.78m・ 短軸0.54m、 深さ0.10mを 浪1る 。土坑内からは径17cmほ どの河原石が 2点検出さ

れ、そのいずれもが片面に焼成を受けた痕跡が認められた。この事より本址のカマ ドは東壁にあ

り、本土坑は灰溜的性格の掘 り込みと推定できる。

本llLか らの出土遺物は非常に少なく、図示 した物の他には土師器甕片 0不片が少量のみであっ

た。 1は須恵器不で土坑内より出土 した。調整は体部ロクロ成形による底部回転糸tJJり 離しであ

る。 2は土師器不で灰の中より出土 した。調整は体部ロクロ成形による底部回転糸切 り離 しであ

る。また内面は黒色処理されている。 3は土師器甕で灰の中より出土した。形態は頸部が垂直ぎ

みに立ち上がる「武蔵甕」タイプであり、胴部外面は斜方向のヘラケズリが施されている。 4は

敲石で、両端に敲きの痕跡がある。石材は輝石安山岩である。 5は面取 りの部分があるが、使用

目的は不明である。石材は軽石である。 6は磨石で片面のみ研磨の痕跡が確認できる。石材は花

闇岩である。

(7)‖ 7鬱筐褥最 (饒 27～ 36国 ′写真図機十-0十二)

本住居址は調査区C区の南東隅よりから検出され、セー22、 ソー22Grに 位置する。残存状況は

南側が調査区域外となり、よって住居址全体の北薇1半分ほどの検出となった。

形態は方形の住居址と考えられるが、東壁が北側のみ東に約0.40mほ ど張 り出している。主軸

方位はN-18.5° 一Wを 示す。規模は、検出部分で東壁2.12m、 西壁1.50m、 北壁3.18mを 測

る。北壁の中央部にはカマ ドが検出された。壁高は東西セクションの残存状況良好な面で床面ま

で約0.42mを 測る。住居址床面積は検出部4.5m2である。床は中央部から西側が特に硬質で、貼



A層 灰 白色土 (10YR7/1)

褐灰 色土 (10YR4/1)

暗褐色土 (10YR3/3)

黒褐色土 (10YR3/1)

黒 色 土 (10YR2/1)

しまり、粘性弱い。/1～ 2 mmの小石・

白色粒子を含む。 (耕作土)

しまり、粘性弱い。灰自色土ブロック・

黒褐色土ブロックを含む。(地山III層に近tう

しまり弱く、粘性ややあり。黄色のロー
ム粒子を含む。

しまりやや弱く、粘性あり。焼土・炭化
物を層状に合む。

しまりややあり、粘性あり。 2層 より黒
味があり、ローム粒子を含む。

1層

層

　

　

層

　

　

層

調
査
区
域
外

5層  黒 色

6層  灰黄褐色土

7層 黒 褐 色 土

土 (10YR2/1)し まり、粘性あり。4層 より黒味があり、
ローム粒子を含む。

(10YR4/2)し まり、粘性やや弱い。/1～ 2 mmの軽石を
含む。

(10YR3/2)し まり、粘性弱い。/1～ 2 mmの 軽石 。ロー
ム粒子を合む。

8層 黒 褐 色 土 (10YR2/2)し まり弱く、粘性ややあり。ローム粒子・微
量の焼土粒子を含む。

9層 黒 褐 色 土

10層 灰 自 色 土

11層  黒 色 土

12層 黄 褐 色 土

13層  黒 色 土

(10YR2/2)し まり、粘性ややあり。灰土・焼土ブロックを合む。

(10YR7/1)し まり、粘性あり。灰色粘土。 (カ マドの袖土)

(10YR2/1)し まり、粘性あり。上面硬質になっている。粘土ブロ
ック少量混入。(貼床)

(10YR5/8)し まり、粘性弱い。黒色土とローム上の混合±。(貼床)

(10YR2/1)し まり、粘性弱い。/2～ 3 cmの軽石・ロームブロッ
クを含む。(壁溝)

第27図  H7号住居址実測図

床は最大0.33mほ どの厚さで施されていた。Pitは 6カ 所確認された。東壁直下には3カ 所のPit

が確認され、壁柱穴的な検出状態であった。規模は径0.22m前 後 0深 さ0.06～ 0.12mを 測る。壁

溝は北壁と西壁で確認され、西壁の壁溝はカマ ド脇で「L」 字形に曲がっている。規模は幅0.32

me深さ0.10mを 測る。住居址掘 り方は、中央部分がやや深 くなり、すり鉢状を呈 していた。

カマ ドは北壁中央に検出された。形態は煙道部が短 く急激に立ち上がるタイプのものである。

残存状況は天丼部などが既に崩落 しており、袖部 も上半の構築土はなく、基底部のみの検出で

あった。また、煙道部の上面からはカマ ド構築材と考えられる焼成を受けた大型の石 3点が検出

されたが、原位置を保っているものではない。主軸方位はN-4.5° 一Wを 示す。規模はカマ ド

長軸が1.86m。 短軸が1.40m、 袖部規模は向かって右袖が幅0.50m。 長さ0.50m e高 さ0.09m、

左袖が幅0.53m。 長さ0.92m。 高さ0.14mを 測る。火床面はよく焼けており、厚さ0.12mの 焼土

の堆積が認められた。カマ ド掘 り方では、火床面下に径1.08m。 深さ0.16mの 円形の掘 り込みが

確認された。

本址からの出土遺物は覆土 。床面上 0カ マド内より出土している。 1は須恵器高台付不である

が高台部分は欠損していおり、全体の1/2ほ どが残存している。覆土より出土した。調整は体部

がロクロヨコナデ、底部が回転糸切り離しの後高台貼付を行っている。また、内面見込み部には

標高 703.35m



Ｄ
一

Ｃ
一

標高 702.65m

(1:30)

褐 灰 色 土 (10YR4/1)
しまり、粘性弱い。さらさらで小石を含む。

明赤褐色土 (5 YR5/8)
しまり弱く、粘性ややあり。灰を合みよく焼けて

いる。 (焼土層)

灰黄褐色土 (10YR4/2)
しまり弱く、粘性あり。灰層。

灰 自色 土 (10YR8/1)
しまり、粘性あり。粘土層。 (袖 の土)

黒 褐 色 土 (10YR3/1)
しまりややあり、粘性弱い。ロームブロックを合

む。 (焼床面の下の上)

褐 色 土 (10YR4/4)
しまり、粘性ややあり。黒褐色土 。ロームブロッ

クを含む。/2～ 3 cmの軽石を含む。

黒 褐 色 土 (10YR3/1)
しまりややあり、粘性弱い。焼土粒子・炭化物を

含む。 (支脚石のぬき穴 ?)

1層

2層

3層

4層

5層

6層

7層

第28図  H7号 住居址カマ ド実浪1図

玲腱躙 灰釉陶器段面   ::::11黒 色処理

第29図  H7号 住居址出土遺物実濃1図 (1)
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須恵器段面



煤が付着 している。 2～ 6は土師器不で、 3のみカマ ド右袖内より出土で他のものはすべて覆土

中からの出上である。調整は20506が 体部上半がロクロヨコナデ、体部下半と底部はヘラケ

ズリが施されている。また内面は黒色処理されており、丁寧なミガキが施されている。 3の調整

は体部ロクロヨコナデ、底部が回転糸切 り離し、内面は黒色処理されている。 4は体部がロクロ

ヨコナデで、底部は無調整、内面には煤が付着 している。 7は土師器高台付皿で、覆土中 。床

直 0カ マ ド右袖上からの破片がそれぞれ接合された。調整は体部ロクロヨコナデ、底部は高台貼

付で、内面は黒色処理と丁寧なミガキが施されている。 8は灰釉陶器の小壺 ?で あり、床面上か

ら出上した。調整は胴部ロクロヨコナデ、底部は回転糸切 り離 しの後、高台をひね り出してい

る。内面の見込み部と外面胴部には自然釉が付着 している。 9は土師器甕でカマ ドより出土 し

た。日縁部は「コ」の字状に屈曲しており、調整は胴部外面斜め方向のヘラケズリ、内面ナデが

施されている。10011は 須恵器甕胴部の破片であり、10がカマ ド煙道部、11が住居ll_中 央の覆土

中より出土している。調整は何れも外面平行タタキが、内面は11が輪積痕 と刷毛目のナデが、11

はナデが施されている。またいずれも外面に自然釉の付着がみられる。12は鉄製紡錘車ではぼ完

形である。カマ ド右袖上から出上 した。

b   12

10

H7号住居址出土遺物実測図 (2)第30図



黎
色

A層 灰 自 色上 (10YR7/1)
しまり、粘性弱い。/1～ 2 mmの 小石を多量含む。

褐 灰 色 土 (10YR4/1)
しまり、精性弱い。/1～ 2 mmの 小石 '軽石を含む。

灰黄褐色土 (10YR4/2)
しまり、粘性ややあり。ローム粒子 。/5 mmく らいの軽石を含む。

黒 褐 色 土 (10YR2/3)
しまり、粘性弱い。ローム粒子を含む。3層 よりやや明るい。

黒 褐 色 土 (10YR3/2)
しまり、粘′性やや弱い。 2・ 4層 の中間層。

黒 色 土 (10YR2/1)
しまりややあり、粘性弱い。きめ細かく、ローム粒子を微量含む。

黄 褐 色 土 (10YR4/6)
しまり、粘性弱い。ロームブロック・黒色土ブロックの混合±。

菅∫りち 十、縄麟 r)口 _ム 主体。/1～ 2鰤のローム粒子を含むI鵬

標高 705.35m

?  (1:80)  7m

C層

3層

1層

2層

4層

5層

6層

標高 705.85m

,   (1:80)  21m

―

デ

・
   1ユ

しまり、粘性ややあり。ローム粒子を合む。

しまり、粘性弱い。ロームプロックを含む。

しまり、粘性弱い。ロームプロック・黒色土プロックの混合土。

しまり、粘性弱い。ローム粒子を少量含む。

しまり強く、粘性弱い。ローム上の掘りくずれたような上。

しまり、粘性強い。踏み固めたような上。ロームブロック・黒色上の混合土。

しまり、粘性強い。ロームブロック・黒色上の混合土。

しまり強く、粘1生 弱い。版築状につき固めた土。

しまり、粘1生 弱い。 2層 に似るがややしまりあり。

第32図  Fl号 掘立柱建物址実測図

く
|

Ｄ
一

1層 褐 色 土 (10YR4/4)

2層 暗 褐色土 (10YR3/3)

3層 黄褐色土 (10YR5/6)

4層 暗褐色土 (10YR3/4)

5層  明黄褐色土 (10YR6/8)

6層 黒褐色土 (10YR3/1)

7層 黒 褐色土 (10YR3/2)

8層 黄褐色土 (10YR5/6)

9層 黒褐色土 (10YR2/3)

第31図 H8号 住居址実測図

調査とを外



(9)同 ⑬儘催躇址 (舞 3礁 国 )

本住居址は調査区B区の北西隅より検出され、コー6 Grに位置する。残存状況は北側が調査区

域外、西側がH4号住居址、南側がH3号住居址によって削平されており、住居llLの 一部分のみ

の検出に止まった。新1日 関係はいずれも本llhの ほうが古い。検出状況等から住居址の形態は不明

であるが、検出部の規模は東壁が0.46m e深 さは床面まで0.32mで 、貼床は0.08mほ どの厚さで

張られていた。本址からの出土遺物はなかった。

第 2節 掘立柱建物址

(理 )「 1～蠍菫撞蛉物墟 (鼈 3な 。30国、口英国版十鷺①)

本tlLは 調査区B区の北よりから検出され、クー7・ 8、 ケー607・ 8、 コー 6 0 7Grに 位置

する。残存状況はJL側が調査区域外となリー部検出できなかったが、その他は良好である。

形態は東西に長い 2間 ×3間の側柱式建物址であり、柱穴は一部連結式の溝持ち柱穴となって

いる。長軸方位はN-74° ―Wを示す。規模は東西5.20m。 南北3.45mで 、柱穴間の寸法は梁行

きが1.80～ 2.00m O桁行きが2.37～ 1.45mを 浪1る 。なお、東傾1桁行きは柱穴ラインより若千東に

飛び出しており、歪な形態を呈する。柱穴の形態はほぼ構円形ですり鉢状の掘 り込みを呈 し、底

面において一段下がる掘 り込みをもつ穴が多い。柱穴規模は、単体のP4と P6がそれぞれに径

0.96m O深 さ0.61mと 径0。 76m。 深 さ0。 43mで あ り、連結式の P102・ 3・ 5は径2.65rn前

後 0深 さ0.74～ 0.41mを 淑1る 。柱痕はP2東側の柱穴で明瞭に確認できた。

本址よりの出土遺物は、柱穴覆土より検出された。図示 したものの他に弥生土器片が少量あ

る。 1は須恵器不でP3の覆土中より出土 した。調整は体部ロクロヨコナデ、底部はIEIl転糸切 り

離しである。また体部内面には火だすきの痕跡がある。 2は土師器不であり、 1と 同じにP3覆

土中より出上 した。調整は体部がロクロヨコナデ、底部は静止糸切 り離 しの後、底部周辺のみへ

ラケズリを行い、ミガキを施 している。内面は黒色処理が行われ、ミガキが施されている。 3は

須恵器甕胴部の破片であり、P3よ り出土 した。調整は外面が櫛目状のカキロ調整が行われ、自

然釉が付着 している。内面は同心円文のタタキが施されている。

第33図 Fl号掘立柱建物址出土遺物実濃1図



第 3節 古 墳 址

(1)◎ T篭 卜は (鼈 0400議国′ン糞図版十轟②)

本址は調査区A区の北よりから検出され、エー102,オ ー 1・ 203,カ ー 2 0 3Grに 位置す

る。残存状況は北側 と西側が調査区域外となり、東側が鉄塔基礎により削平されていた。H2号

住居址と重複関係にあり、新 1日 関係は本址の方が新 しい。

形態は歪な楕円形を呈 じ、南北にやや長い形状である。また、西側は調査区域外となるために

確証はえられなかったが、西端周溝の形状から、或いは西側部分の溝が切れてブリッチを呈する

鍮

兆

標高 706.54m

1層 黒 色 土 (10YR2/1)

2層 黒 色 土 (10YR2/1)

3層 暗褐色 土 (10YR3/3)

4層 褐 色 土 (10YR4/4)

5層 暗褐色土 (10YR3/3)

しまりあり、粘性ややあり。/2～ 3 cmの 軽石を多量含む。

しまり、粘性あり。/2～ 3 cmの 軽石を合む。

しまり弱く、粘性ややあり。/1～ 2 mmの パミスを含む。

しまり、粘性ややあり。ロームプロックを含む。

しまり、粘性ややあり。3層 に似るが軽石多い。

第34図  OTl号 墳実瀬1図
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第35図  OTl号 墳出土遺物実浪1図

とも考えられる。また、盛上などによる墳丘は確認できなかった。規模は南北長8.20m。 東西推

定で7.30mを 測る。周溝の幅は0.75m内 外で、深さはGHセ クションで0.54mを 測 り、壁は急激

に立ち上がる。本墳主体部は墳丘部分に十文字の トレンチを設定し精査を行ったが、確認されな

かった。耕作などにより既に削平されたものと考えられ、また、周溝内や周辺に石室構築時の石

材などが見あたらなかったことから、主体部は土疲墓状のものと推定される。

本址からの出土遺物は古墳北よりの周溝内及びその周辺と南西よりの周溝内より出土 してい

る。 1は弥生土器壺であり胴部下半から底部の破片である。北西よりの墳丘部から出土した。調

整は胴部外面がミガキ、内面が刷毛目のナデが施されている。 2は弥生土器高不の不部破片であ

り、南西よりの周溝内より出土した。調整は内外面丁寧なミガキが施され、全体に赤色塗彩され

ている。 3は弥生土器甕の口縁部破片であり、施文は口縁部外面に9本一組の櫛描波状文がやや

乱雑に施され、頸部には櫛描簾状文の一部が残存する。内面は丁寧なミガキが施されている。 4

は砥石 と考えられ、薇1面 に研磨の痕跡が残 り、また、一部分には筋状の研磨痕がある。 5は石鏃

で、周溝内の覆土より出土した。石材は黒曜石である。 607は石製臼玉で、周溝内の覆土をふ

るいにより選別 したおり検出された。石材は 6が滑石、 7が蛇紋岩である。

なお、本古墳の所産時期は第V章で詳細に述べるが、古墳時代後期と考えられる為、上記に示

した遺物の内、本l」hに伴う可能性のあるものは石製自玉のみと考えられる。

3 cm



第 4節 土 坑

(1)゛ 鵞輯董銃  (鼈 86M′ ン英国版十削②)

本址は調査区A区の南東端よりから検出され、オー5,カ ー 5 Grに 位置する。残存状況は南側

と東側が調査区域外となり、遺構の北西端だけの検出となった。

形態は検出部分が狭い為、確定はできないが歪な楕円形を呈すると考えられる。規模は検出部

で北壁1.57m e西壁0.93mで 、深さは確認面より1.02mを担1る 。壁はほぼ垂直に立ち上が り、底

面は緩いすり鉢状を呈する。覆土の堆積はレンズ状の自然堆積を示し、ローム土を主体としたも

ので、黒色上の堆積はほとんど見 られなかった。

本址からの出土遺物は土師器の小片が数点出土したのみであり、図示可能なものはなかった。

よって所産時期や性格は不明であるが、本遺跡の他遺構に比べ覆土の主体がローム土と言う特異

な様相を示し、 しまりなども弱い為、或いは中 。近世の範疇に合まれる遺構とも考えられる。

(盟 )゛ 駿輯血坑  (饒 37M′ ン糞図機十饉① )

本址は調査区B区の南よりから検出され、サー8 Grに位置する。形態は歪な円形で、規模は径

0.77m、 深 さは確認面 より0.17mを 測る。出土遺物はなかった。

ア層 褐 灰 色 土

イ層 灰 白色 土

A層 褐 灰 色 土

B層  褐 灰 色 土

1層 灰 白色 土

2層 灰 自色 土

3層  にぶt墳橙色土

4層  にぶい黄橙色土

5層 黒 褐 色 土

6層  |二ぶt疲褐色土

7層 黒 褐 色 土

8層 黄 褐 色 土

第36図 Dl号 土坑実濃1図

(10YR6/1)耕 作上。

(10YR8/1)鉄 塔の埋土。

(10YR4/1)し まりややあり、粘性弱い。
(旧耕作土)

(10YR6/1)し まりややあり、粘性弱い。
灰自色の火山灰土を含む。
(l日 耕作土)

(10YR8/2)し まりややあり、米占性なし。
/2～ 3 cmの 軽石を合む。
(地山EI層 主体)

(10YR8/2)し まりあり、粘性ややあり。
黒色土ブロックを多量合む。

(10YR6/3)し まり、粘性やや弱い。
B層 に似る。

(10YR6/3)し まり、粘性弱い。/2～ 3 cm

の軽石を含む。(地山ΠI層主体)

(10YR3/1)し まり、粘性ややあり。
ロームブロックを含む。

(10YR5/3) しまり、 米き性]]い 。
砂質化した地山III層。

(10YR3/1)し まり、粘性ややあり。
ロームブロックを含む。

(10YR5/8)し まり、米占′性],い 。
地山Ⅱ層掘りくずれ。

Ｂ
一

標高 706.14コ

(1:60)

一
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査
区
域
外

2m



(3)D3輯土坑  (饒 37図 ′写真図版十置②)

本址は調査区B区の南よりから検出され、サー8 0 9Grに 位置する。形態は歪な円形で、壁は

緩やかに立ち上がる。規模は径1.09m、 深さは確認面より0.1lmを 測る。出土遺物はなかった。

(4)レ 4母虚坑  (第 37圏 ′写真図版十二③)

本址は調査区B区の南よりから検出され、コー8 Grに位置する。形態はほぼ円形で、壁は緩や

かに立ち上がる。規模は径0.841n、 深さは確認面より0.14rnを 測る。lT4土遺物はなかった。

(3)レ 5母量坑  (饒 87図 )

本址は調査区B区の北東端よりから検出され、クー7 Grに位置する。北側が調査区外となる

為、遺構の南半分ほどが検出された。検出された形態はほぼ半円形で、壁は緩やかに立ち上が

る。規模は径1.15m、 深さは確認面より0.21mを 測る。出土遺物はなかった。

(0)● 3輯血筑  (鼈 37国 )

本址は調査区B区の北東端よりから検出され、キー8,ク ー8 Grに位置する。H5号住居址と重

複関係にあり、新 1日 関係は本址の方が古い。形態は歪な楕円形で、底面にPit状 の落ち込みを持

つ。壁は緩やかに立ち上がる。規模は長軸0.92m、 深さは確認面より0.31mを 測る。出上遺物は

なかった。

(7)や 7暑虚坑  (舞 87国 ′写真図版十六①)

本址は調査区C区の中央部から検出され、セー21,ソ ー21Grに 位置する。形態は隅丸の長方形

で、底面に2カ 所の掘 り込みを持ち、壁はほぼ垂直に立ちあがる。規模は長軸長1.33m・ 短軸長

1.15m、 深さは確認面より0.73mを 浪1る 。出土遺物はなかった。

(8)や 8藝童銃  (鼈 87国 ′写真国版十六②)

本址は調査区B区の北西端から検出され、ソー20Grに 位置する。残存状態は北側が調査区外と

なる為、遺構の南半分ほどが検出された。形態は隅丸の長方形で、底面はほぼ平らである。壁は

ほぼ垂直に立ちあがる。規模は長軸長0.85m、 深 さは確認面より0.30mを 浪1る 。出土遺物はな

かった。



1層 黒 色 土 (10YR2/1)

しまり、米占′性弱い。

ローム粒子を含む。

D2号土坑

A        B    軽石 を含む。

多勿揚蒻場易蒻ぃ多 9  
標
1:‰,95m l:5m

1層 暗 褐 色 土 (10YR3/3)
しまりややあり。黒色上と
/2～ 3 cmの軽石を含む。

2層 褐 色 土 (10YR4/6)
しまりあり、粘性弱tヽ 。
黄色土主体。

D4号土坑

い
ヽ
　
Ｂ
一

Ｂ
一

Ａ
一

9電 Th ttm

D3号 上坑

ゝ
び

D6号土坑

く|      く
|

標高 702.95m

O   (1:60)  1.5m

D7号土坑

層

　

層

3層

4層

5層

晰 9標i‰“
m…

1層

2層

9 に⑩ ≒鰤

フ
/泰

≫④

黒褐色土 (10YR3/1)
しまり、粘性弱い。ローム粒子・軽石を含む。

黄褐色土 (10YR5/8)
しまりあり、粘性弱い。ローム土掘りくずれ。

調査区域外

0   (1:60)  1・ 5m

D5号 土坑

BQ
l層 黄 褐 色 土 (10YR5/8)

しまり、粘′
lV■弱く、さらさら

している。ローム粒子多量、
/1～ 2 cmの lr■石を含む。

B

D8号 土坑

褐灰色上 (10YR4/1)し まり、粘性弱い。ローム粒子を多量含む。

黒褐色土 (10YR3/1)し まりやや弱く、粘性ややあり。/1～ 2 mm

の砂 (火山灰)を含む。

黒 褐 色 土 (10YR3/2)し まりややあり、粘性弱tヽ 。/1～ 2 mmの ロ
ーム粒子を少量含む。

暗 褐 色 土 (10 YR3/3)し まり、粘性弱い。/1～ 2 cmの ロームプロ

ック・軽石を含む。

黄 褐 色 土 (10YR5/8)し まり、粘性弱い。ローム粒子・軽石を含む。

第37図 D2～ D8号土坑実濃1図



第 5 Fit (第 38図 ,写真図版十六③)

調査では 3カ所の調査地点から、計44イ回のPitが検出された(A区22イ固,B区 13イ固,C区 9 4El)。

検出されたPitは 、住居址や土坑 と重複関係にあるが、新 1日 関係はいずれもP itの方が新 しかっ

た。形態は円形で、規模は径約0.20～ 0.50m e深 さや0.20～ 0.40mを 濃1る ものが主体である。覆

土はいずれも黒色土か黒褐色上で、し

まりがややあ り0粘性は弱い。Pitの

検出位置は、群在性を示す部分 もある

が、その配列は不規則で棚列0建物址の

庇などを想定しうるものはなかった。

出土遺物はBttP 9よ り完形の土師

器高台付不が出土 している(写真図版

十六③)。 調整はロクロヨコナデの後

ミガキが施され、底部は回転糸切 り離

しの後高台が貝占付されている。

内面は黒色処理と見込み部に二重の

「十」文字風の暗文が施される。また、

外面にはニカ所に墨跡 ?と 墨書が確認

さ才Lる 。

9  (1:200) 'm

節

撹
　
乱

『
“
イ
リ
、

由1 %13

◎P14H2
u frsi

区

第38図  Pit配 置図及びBttP 9出 土遺物実測図



第 6節 遺構外遺物 (第 39～ 43図 )

本遺跡では 3地点の調査区において表土 (耕作土)や黒色土より、遺構に伴わない弥生から近現

代に至る遺物が出土した。本節ではこれら遺物について記す。

まず、調査区B区においての土器集中区について触れたい。第Ⅲ章、第 2節 検出遺構・遺物の

概要でも述べたが、B区では厚さ30～ 50cmの黒色上の堆積が確認された。この黒色土からは多量

の弥生土器が検出され、特に当区北西端からは集中して土器の検出が見られた(下記写真参照)。

遺物は土器片が主体を占め、こぶし大の礫等も若千含まれていた。土器片の広がりは、ほぼH3

号住居址上に収まるもののやや東側に分布の偏 りが見られる。出土層位はH3号住居址覆± 1層

上面と耕作土B層下面からほとんど出土している。土器はいずれも小片に破砕 していた。土器割

れ日は磨耗 した痕跡が認められず、いずれも鋭さを保っていたが、復元作業をへても完形となる

個体は一つもなかった。土器片検出時において焼土や硬質面などは確認されなかった。以上のよ

うな検出状況からこれらの土器片は、H3号住居址が機能を停止した後、ある程度の埋没が進だ

窪みに住居址東側から土器を廃絶 した行為による結果と推定できる。

この他にB区においては調査区南よりの黒色土からも遺物がまとまって出土している。この南

側は黒色土を掘 り下げるとローム層面において南に傾斜する小さな谷地形が確認された。よって

B区土器集中区全景 (南から)



これらの遺物 も谷埋没の過程で上方より流れ込んだものと推定できる。なおこの谷は調査区C区

でも谷の西端と考えられる部分が検出され、土器もまとまって出上していることから、この谷は

南に広がり低湿地へつながるものと予想される。

遺構外遺物は弥生時代を中心に古墳時代、平安時代の土器、中近世の陶磁器類、石器、土製品

等多岐にわたる。弥生時代の遺物としては1～ 33が ある。 1は壼でH3号住居址上の上器集中区

から出土した。出土状態は第39図 に示 したように纏まりのある状態で、当個体が破棄された状態

を推濃1じ うる。残存状態は土器全体の1/2程が接合作業によって復元された。施文は口唇部に8

本一組の櫛描斜走直線文が横位羽状、頸部に8本一組の櫛描横走平行線文を8帯施した後、 8本

一組の櫛描垂下文によってT字文を形成している。また日縁部から胴部下半外面と口縁部内面に

は赤色塗彩が施されている。調整は口縁部内面と口縁部から胴部外面が丁寧なミガキ、胴部内面

調

査

区

域

外

第39図  B区遺物出土状況図



はナデが施されている。 2は壺口縁部で 1と lH~lじ く土器集中区より出土した。出土状態は纏まっ

ており、その場で破砕 したような状態であった。施文は頸部に 2本の櫛描直線文に区切 られた空

間に右上がりの櫛描斜走直線文が施されている。また、胴部欠損の為詳細は不明だが、上部施文

とは逆の方向でもう一段施文の痕跡が確認できる。調整は内外面とも丁寧なミガキが施されてい

る。 3は壺の頸部から胴部であり、土器集中区から出上した。出土状態は102と 同じく纏まり

のある状態であるが、部分的に二次焼成を受けている。施文は 5本の櫛描直線文で 4帯の空間を

区切 り、上 2帯 には櫛描斜走直線文が羽状に施され、下 2帯は鋸歯文で区切られた空間に刺突文

を充填 し、残 りの部分は櫛描斜走直線文を施 している。調整は外面ミガキ、頸部内面はミガキ、

胴部内面は漏J毛 日のナデが施されている。 4は甕で土器集中区より出土 した。出土状態は1～ 3

とやや異なり東西に散らばった状態で出土し、復元においても破片による欠損部分が多い。施文

は口縁部が10本一組の櫛描波状文、頸部が11本一組の櫛描簾状文、胴部上半が10本一組の櫛描波

状文、胴部中位から下半が10～ 12本一組とする櫛描斜走直線文が横位羽状に施されている。調整

は内面 ミガキが施されている。 5は壺の口縁部で土器集中区からやや外れた北側より出土した。

出土層位はH3号住居址覆土中層で、当住居址床面より7 cm程浮いた状態である。よって本遺物

はH3号住居址に伴う遺物とも考えられる。施文は口唇部にLR縄文を施 し、頸部は 3本の箆描

横走平行線文により3帯の空間を区切 りLR縄文を充填 している。またその下には箆描連続山形

文が施されている。調整は内外面ともに荒いミガキが施されている。 607は鉢でありB区黒色

土より出土 した。何れも内外面丁寧なミガキと赤色塗彩が施されておいる。 8は小型壼の胴部か

ら底部の部分であり、B区土器集中区北側から出土している。出土層位はH3号住居址床面より

6 cm浮 いた状態で出土しており、 5と 同様にH3号住居址に伴う可能性がある。調整は外面が刷

毛目の残るナデ、内面がナデである。 9010011は 高不の脚部であり、 9は土器集中区から100

11は B区黒色土からそれぞれ出土している。調整はいずれもミガキが施され脚部外面と不部内面

には赤色塗彩が施されている。12013014は 台付甕の脚部であり、12は B区 より、13014は土器

集中区より出土している。12013の調整は外面が丁寧なミガキ、内面が刷毛日の残るナデが施さ

れている。14の施文は胴部下半に箆描直線文による綾杉状の模様が施されている。15～ 22は甕の

口縁部の破片である。出上位置は15017・ 19020が土器集中区、16022が B区、18021が C区 よ

り出土している。施文は15が 口縁部と胴部に6本一組の櫛描斜走直線文、頸部に 6本一組の櫛描

簾状文が施されている。調整は内面が丁寧なミガキを施す。16は 口縁部に 8本一組の櫛描波状

文、頸部が 7本一組以上の櫛描簾状文が施されている。調整は内面が丁寧なミガキを施す。17は

口縁部に単位不明の櫛描波状文、頸部が 9本一組以上の櫛描簾状文が施されている。調整は内面

が丁寧なミガキを施す。18は 疇縁部に単位不明の櫛描波状文、頸部が 6本一組 ?の櫛描簾状文が

施されている。調整は内面が荒いミガキを施す。19は 口唇部に刻み、日縁部と胴部に6本一組の



第40図 遺構外出土遺物実濃1図 (1)



櫛描波状文、頸部が10本一組の櫛描簾状文が施されている。調整は内面が丁寧なミガキを施す。

20は 口縁部に10本一組の櫛描波状文、頸部が 4本一組以上の櫛描簾状文が施されている。調整は

内面が荒いミガキを施す。21は 口唇部がやや受け口状に立ち上がり、施文は園縁部に9本一組の

櫛描波状文、調整は内面が丁寧なミガキを施す。22は 口縁部に7本一組の櫛描斜走直線文が施さ

れ、調整は内面が丁寧なミガキを施す。23024は小型台付甕の口縁部破片である。出土位置は23

が土器集中区、24が B区黒色上である。形態は何れも受け口状を呈する。施文は23が 口縁部に 2

条の箆描連続山形文、胴部にLR縄文を充填の後、箆描「コ」の字重ね文を施す。調整は内面が丁

寧なミガキを施す。24は 口唇部にLR縄文、口縁部に 1条の箆描連続山形文、頸部に 7本一組の

櫛描簾状文が施されている。調整は丁寧なミガキを施す。25～ 30は 壺頸部の破片である。出上位

置は25029030が B区、27が A区、26028が C区である。施文は25が 8本一組の櫛描横走平行線

文の後、 8本一組の櫛描T字文が施され、施文部分以外は赤色塗彩されている。26は 5本一組の

櫛描横走平行線文の後、 5本一組の櫛描T字文が施され、中央に 6個の円形刺突をもった円形浮

文が貝占付されている。施文部分以外は赤色塗彩されている。27は 箆描直線文に区切 られた空間に

9本一組の櫛描横走平行線文を横位羽状に施す。28は 3条の箆描沈線に区切られた空間に、横位

羽状に箆描沈線を2回逆向きに描き格子目状に表現 している。施文部分以外は赤色塗彩されてい

る。29は 3状の箆描横走平行線文に区画された空間に横位羽状の箆描直線文が施されている。30

は 2状の箆描横走平行線文に区画された空間に2条の箆描連続曲形文が施されている。31～ 33は

甕の胴部破片である。出上位置は何れも土器集中区から出土している。施文は31が箆描「コ」の字

重ね文を施 し、円形浮文を貼付 している。32は 5本一組の櫛描波状文を施す。33の器形台付甕の

胴部で、施文は箆描直線文を施すが、これは箆描「コ」の字重ね文の下部と考えられる。調整は何

れも内面丁寧なミガキを施す。

古墳～平安時代の遺物としては34～ 37がある。34は土師器台付甕の脚部で、出上位置はB区で

ある。調整は内外面とも刷毛目の残るナデを施す。35は埴輪の破片で、部位は形象埴輪の上部形

象部分 と下部円筒部分の接合部と考えられる。接合部に小さな突帯が巡っている。出上位置はB

区である。調整は内外面ナデを施す。36037は須恵器高台付不で、出土位置は36が B区、37が C

区である。調整は何れも底部回転糸切 り離 しの後、高台を貼付している。

中世の遺物としては38039と 巻頭カラー 4の 1～ 9がある。38は 常滑系の甕破片であり、C区

より出土した。中央に叩き出しによる模様がある。39は火鉢の胴部破片と考えられ、B区 より出

土した。胴部に叩き出し状の模様がある。調整は内面がナデを施す。巻頭カラー 1～ 3は青磁碗

の体部破片である。出上位置は 1がA区、203が C区である。 1は竜泉窯系で、外面に蓮弁文を

施す。203は内面に櫛歯状の施文具による花状の文様がある。

近世遺物としては巻頭カラー 4～ 9の陶磁器があり、器種は碗、捏鉢、急須 ?等がある。
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石器類 としては40～ 47がある。40～ 42は敲石で、出上位置は40が C区、41が B区土器集中区、

42がA区である。石材は40042が角閃石安山岩、41が安山岩である。43は窪石で1/3が欠損 して

いる。出土位置はB区黒色土である。石材は石英安山岩である。44は薄片石器と考えられる。出

土位置はB区黒色土で、石材は頁岩である。45は石鏃で基部を一部欠損している。出上位置はC

区で、石材は黒1程石である。46は表採資料であるが蛇紋岩製模造品の未製品と考えられる。標l

面 。両面 ともによく研磨されている。47も 表採資料であるが近現代の砥石で、一部欠損 してい

る。両面よく使い込まれており、使い減 りにより凹レンズ状にへこんでいる。

土製品としては48049が ある。48は土製匙の柄部分 と考えられ、B区 より出土した。49は 土製

勾玉であり、B区黒色土より出土した。穿孔は焼成前のものである。

2/3 48,49

1/1  45



本章では今回の調査にあたって遺物 0遺構の気づいた点に触れ調査のまとめとしたい。まず遺

物として弥生時代土器資料があげられる。今回の調査では 3軒の当該期の住居址が検出された。

その内、H3号住居址は一括資料に恵まれ遺物の残存状況も良好であった。ここで、H3号住居

址の出土遺物についてその位置付けを簡単におこなってみたい。現在までの研究成果によれば当

住居址の出土資料は弥生中期に位置づけられると考える。よって、北西ノ久保遺跡出上の資料を

中心に市内他遺跡の資料と比較検討を通しさらに細分 して考えてみたい。北西ノ久保遺跡での検

討では出土資料を中期後半と位置づけ、さらに「JL西ノ久保 I期」。「北西ノ久保 II期」と2期 に細

分 している。そしてこの 2期 は北信の栗林 II式 ,下伊那の北原II式 に平行関係を持つと結論づけら

れている。では16-1の 壼であるが北西の中期後半壼A3に器形は似るが、受け口で口縁部と頸部の

文様帯を考慮にいれると中期後半壺B3の範疇とも捉えられる。ただ、器形的みるともっとも似る

のは後期壼 B4と も見える。次に16-3,10の 甕は中期後半甕 Bl,2、 16-4の甕は中期後半甕Al,2の

範疇でそれぞ捉えられよう。16-5は後期甕A3,4に対応すると考えられる。16-7の高不は類例が見

あたらない。以上の結果をふまえると北西 I期 ,II期何れの要素も合むものの、資料全体の要素か

らH10H2号住居址いずれもⅡ期に相当すると考えられる。しかし、甕の施文など後期に続 く要

素も色濃 く見受けられ、Ⅱ期の中でも細分の可能性を指摘できる資料と思われる。土器集中区の

資料は周防畑遺跡D26号土坑に似ることから後期前半に対応するものと考えられる。

遺構については狭い調査範囲であった為、全容を把握 じうるものはなかったが、注目じうる遺

構 として古墳llLが あげられる。OTl号墳は時期決定に至る出土遺物が無 く正確な所産時期を決

定しえないが、当遺跡北東の円正坊遺跡において類似する古墳址が 4基検出されている為、これ

との比較をふまえ検討を行いたい。円正坊遺跡の古墳址は正式報告がなされていない為、詳細に

ついては不明である。しかし、遺構の新 1日 関係よりいずれの古墳址も古墳時代後期 (6世紀前葉)

の住居址を壊 し、平安時代の住居址に壊されている。よって構築時期は 6世紀後半～ 8世紀後半

の間と推定される。また当遺跡の古墳を合めた 5基はいずれも盛土 。横穴石室等の主体部が確認

されていない。これらの事を考慮に入れ推濃1を たくましくすれば、本古墳群は終末期の古墳では

なく、低墳丘で土疲状の主体部をもつ 6世紀後半～ 7世紀前半の古墳と考えられる。もしこれら

の推

'員

1が正 しいとすれば、従来不明な部分が多かった佐久平中心部において後期古墳群の新資料

となり、ヨL西 ノ久保遺跡で検出されている古墳群を含め新たな地域史研究の展開が期待される。

以上、雑駁ではあるが調査の成果をまとめてみた。しかし、紙面の関係上言葉の足 りないとこ

ろや集落立地 0他遺跡との上ヒ較検討など触れえなかった部分 もあり、あらためて別稿で触れるこ

ととしたい。
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円正坊遺跡 |1出土土器観察表

11号 住居址

図

　

号

挿

　

番

器種

法 量 (cm)

色 調 用台 土 調 整・施 文 備  考

口径 底径 器高

生

　

不

弥

　

一品

loR5/8

赤

径 1～ 2 mmの 自色

粒子を多量に合む。

内面〉 ミガキ

外面〉ミガキ、 口縁部は鍔状 に外反、 日唇部 に三角形

の突起が貼付

内外面赤色

塗彩

健
　
甕

7.5YR4/6

橙

径 1～ 2 mmの 自色

粒子 を含む

内面〉ミガキ

外面〉 8本一組の櫛描波状文を施文の後ミガキ

H2号 住居址

弥生

壺

7.5YR5/6

明褐

径 1～ 2 mmの 自色

粒子 と砂粒 を含む。

内面〉丁寧なミガキ

外面〉ミガキの後、日縁部に2条の箆描連続山形文を

施す

弥生

壺

124.0) 7.5YR7/8

黄橙

径 1～ 2 mmの 自色

粒子 と砂粒 を含む。

内面〉頸部ミガキ、胴部刷毛目のナデ

外面〉頸部2条の平行沈線の間に4条の箆描連続山形

文、空間にLR縄文を充填

弥生

壺

2.5YR5/6

明赤褐

径 1～ 2 mmの 自色

粒子 と砂粒 を合む。

内面〉ナデ

外面〉頸部2条の平行沈線の間に3条の箆描連続山形

文、空間にLR縄文を充填

姓
　
甕

5YR5/8

明赤褐

径 1～ 2 mmの 自色

粒子と砂粒を含む。

内面〉丁寧なミガキ

外面〉口唇部にLR縄文、頸部に 6本一組の櫛描簾状

文、1同部に5本一組の櫛描波条文

12-5 姓
　
甕

5YR6/8

橙

径 1～ 2 mmの 自色

粒子と砂粒を含む。

内面〉ミガキ 外面〉口唇部にLR縄文、日縁部に6本
一組の櫛描波条文

外面〉頸部に7本一組の櫛描簾状文、1同部に7本一組
の櫛描斜走直線文が縦位羽状

牲
　
甑

2.5YR3/6

暗赤褐

径 1～ 2 mmの 自色

粒子 と砂粒 を合む。

内面〉ミガキ

外面〉口唇部にLR縄文、胴部ミガキ

焼成前穿子L

H3号住居址

姓

　
　
士霊

5YR6/8

橙

径 1～ 2 mmの 自色

粒子を含む。

内面〉1同部漏1毛目のナデ  外面〉口唇部にLR縄文、

口縁部に2条の範描連続山形文

外面〉頸部に2条の平行沈線の間に計 4条の箆描連続

山形文、空間にLR縄文を充填

弥 生 7.5YR5/8

明褐

やや大粒 の砂粒 を

含む。

内面〉刷毛目のナデ

外面〉ミガキ

弥生

甕

22.2 5YR4/8

赤褐

砂粒を含む。 内面〉刷毛目のナデ  外面〉口唇部にLR縄文、口縁

部に2条の箆描連続山形文

外面〉胴部に5本一組の櫛描波状文、口縁部と頸部に

沈線文を持つ円形浮文

弥生

甕

7.5YR5/6

明褐

径 1～ 2 mmの 自色

粒子を含む。

内面〉刷毛目のナデとミガキ

外面〉頸部に2本一組と1本一組の櫛描簾状文、胴部

に4本一組の櫛描斜走直線文

姓
　
甕

7.5YR6/8

橙

やや大粒 の砂粒 を

含む。

内面〉荒いミガキ

外面〉口縁部と1同部に4本一組の櫛描波状文、頸部に

4本一組の櫛描簾状文



H3号住居l■

図

　

号

挿

　

番

器種

法 量 (cm)

色 調 胎  土 調 整・施 文 備 考

口径 底 径 器高

16-6 弥生

台付甕

く3.6〉 7 5YR5/6

明褐

砂粒を含む。 内面〉ナデ

外面〉脚接合部に4本一組の櫛描簾状文

16-7 弥生

高塔

2.5YR4/6

赤褐

砂粒 を含む。 内面〉 ミガキ

外面〉 ミガキ

内外面赤色

塗彩

16-8 弥生

甑

7.5YR6/6

橙

砂粒 を含む。 内面〉ミガキと昴1毛 目のナデ

外面〉刷毛目のナデの後ミガキ

焼成前穿孔

16-9 弥生

転用甑

く121〉 7.5YR6/6

橙

径 1～ 2 mmの 赤 色

粒子 を含む

内面〉ナデ

外面〉刷毛日の残るナデ

焼成後穿孔

弥生

甕

5YR4/6

赤褐

砂粒 を多 く合む。 内面〉ミガキ  外面〉口唇部にLR縄文、日縁部に 2

条の範描連続曲形文

外面〉頸部に6本以上一組の櫛描簾状文、胴部 6本一

組の櫛描斜走直線文が縦位羽状

H4号住居l」L

20-1 土師器

甕

29.5 2.5YR5/8

明赤褐

砂粒 を含む。 内面〉胴部ナデ、日縁部ヨコナデ

外面〉刷毛目の残るナデ、日縁部ヨコナデ

20-2 土師器

甕

16 6 6.7 34.9 5YR6/8

橙

やや大粒 の砂粒 を

含む。

内面〉胴部～底部刷毛目のナデ、口縁部ヨコナデ

外面〉底部付近ナデ、1同部刷毛目のナデ、日縁部ヨコ

ナデ

20-3 土師器

甕

17.6 30.8 5YR6/8

橙

砂粒 を含む。 内面〉ナデ

外面〉胴部縦方向のヘラケズリ、日縁部ヨコナデ

20-4 土師器

甕

20.4 23.9 5YR6/8

橙

砂粒 を含む。 内面〉刷毛 目のナデ、 口縁部 ヨコナデ

外面〉胴部縦方向のナデ、 口縁部 ヨコナデ

20-5 土師器

甕

〈12.0〉 5YR5/8

明赤褐

径 2～ 3 mmの 砂粒

を多量に含む。

内面〉ナデ

外面〉底部周辺ヘ ラケズ リ

20-6 土師器

甕

15.2 〈164〉 5YR6/8

橙

やや大粒 の砂粒 を

含む。

内面〉ナデ、口縁部ヨコナデ

外面〉胴部縦方向のナデ、日縁部ヨコナデ

21-7 土師器

小型甕

14 6 〈159〉 2.5YR5/8

明赤褐

やや大粒 の砂粒 を

含む。

内面〉ナデ、口縁部ヨコナデ

外面〉胴部縦方向のナデ、日縁部ヨコナデ

21-8 土師器

小型甕

13.1 10.9 7.5YR6/6

橙

やや大粒 の砂粒 を

含む。

内面〉ナデ、口縁部ヨコナデ

外面〉胴部下半と底部ヘラケズリ、日縁部ヨコナデ

21-9 土師器

小型甕

11 7 10.9 7.5YR5/8

明褐

やや大粒 の砂粒 を

含む。

内面〉ナデ、日縁部ヨコナデ

外面〉胴部と底部ナデ、日縁部ヨコナデ



H4号住居址

挿図

番号

器種

法 量 (cm)

色 調 胎  土 調 整 。施 文 備 考

口径 底径 器高

21-10 小型

丸底壺

11.4 15 8 5YR6/8

橙

径 1～ 2 mmの 赤色

粒子を微量含む。

内面〉ナデ、日縁部ヨコナデ、指頭痕あり

外面〉口縁部～胴部上半ヨコナデ、胴部中央～底部ナ

デ、底部粘土版貼付

21-11 小型

丸底壼

丸底 16.0 2.5YR5/8

明赤褐

砂粒 を含む。 内面〉口縁部放射状のミガキ、胴部上半指によるナデ、

胴部下半ナデ

外面〉口縁部～胴部上半放射状のミガキ、胴部下半
～底部ヘラケズリ

21-12 小型

丸底壺

丸底 14.5 5YR6/8

橙

径 1～ 2 mmの 赤 色

粒 子 と自色粒 子 を

含む。

内面〉口縁部放射状のミガキ、胴部ナデ

外面〉縦位と横位のミガキ

顕著 な二次

焼成

H5号 住居址

23-1 土師器

壺

14.0 く138) 5YR4/6

赤褐

径 1～ 2 mmの 赤 色

粒子 と自色粒 子 を

多 く含む。

内面〉口縁部ミガキ、胴部ナデ

外面〉丁寧なミガキ

23-2 土師器

高塔

15.0 く3.1〉 2.5YR5/8

明赤褐

径 1～ 2 mmの 赤色

粒子を微量含む。

内面〉暗文風のミガキが放射状に施される。

外面〉ヘラケズリの後荒いミガキ

23-3 土師器

高不

14.6 :37〉 5YR6/8

橙

径 1～ 2 mmの 赤色

粒子を微量含む。

内面〉 ミガキ

外面〉体部ヘ ラケズ リ、日縁部 ミガキ

塔の可能性

あり

H6号住居址

26-1 須恵器

塔

13.5 35 75Y7/2

灰白

径 1～ 2 mmの 自色

粒子 を含む。

内面〉ロクロヨコナデ

外面〉ロクロヨコナデ、底部Enll転 糸切り離し

26-2 土師器

不

15.0 7.5YR4/4

褐

径 1～ 2 mmの 砂

粒・径 2～ 3 mmの赤

色粒子 を含む。

内面〉放身寸状のミガキ、日縁部横方向のミガキ

外面〉体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り離し、周

辺部ヘラケズリ

内面黒色処

理

26-3 土師器

甕

15.7 187〉 7 5YR7/6

橙

黒雲母・砂粒を微量

含む。

内面〉ロクロヨコナデ

外面〉口縁部ヨコナデ、胴部横方向と斜め方向のヘラ

ケズリ

H7号 住居 llL

29-1 須恵器

不

i3.8〉 5YR6/2

褐灰

径 2～ 3 mmの 小石

を含む。

内面〉ロクロヨコナデ

外面〉ロクロヨコナデ、底部回転糸切り離しの後高台

貼付

内面見込み

部 にタール

状の付着物

29-2 土師器

ネ

13.8 7.5YR6/8

橙

径 1～ 2 mmの 赤 色

粒子、径 3～ 4 mmの

自色粒子含む

内面〉見込み部は放射状のミガキ、日縁部は横方向の

ミガキ

外面〉体部ロクロヨヨナデ、底部及び周辺ヘラケズリ

内面黒色処

理

29-3 土師器

ネ

13.2 5YR6/4

にぶい橙

径 1～ 2 mmの 砂粒

を多く含む。

内面〉ミガキ

外面〉ロクロヨコナデ、底部E●Il転 糸切り離し

内面黒色処

理

30-4 土師器

塔

14.2 5YR5/3

にぶい赤褐

径 3～ 4 mmの 自色

粒子を合む。

内面〉ヨコナデ

外面〉体部ヨコナデ、底部にヘラ起こしの様な痕

内面煤付着



H7号 住居址

挿図

番号

器種

法 量 (cm)

色 調 1台 土 調 整・施 文 備 考

口径 底径 器 高

30-5 土師器

不

5YR3/3

暗赤褐

径 1～ 2 mmの 赤 色

粒子

径 2～ 3 mmの 自色

粒子合む

内面〉放射状のミガキ

外面〉ロクロヨコナデ、底部及び周辺ヘラケズリ

内面黒色処

理

30-6 土師器

不

13.2 7.5YR4/6

褐

径 1～ 2 mmの 砂 粒

を含む。

内面〉放射状のミガキ

外面〉ロクロヨコナデ、底部及び周辺ヘラケズリ

内面黒色処

理

口唇部外面

黒色

30-7 上師器

高台付皿

13.6 5YR6/8

橙

径 1～ 2 mmの 自色

粒子

径 2～ 3 mmの 赤色

粒子含む

内面〉見込み部放射状のミガキ、口縁部横方向のミガ

キ

外面〉ロクロヨコナデ、底部整形の後、高台貼付

内面黒色処

理

30-8 灰釉陶器

小壺

:2.6〉 2.5YG8/1

灰自

径 1～ 2 mmの 自色

粒子含む

内面〉ロクロヨコナデ

外面〉ロクロヨコナデ、底部回転糸切り離しの後高台

捻り出し

見込み部 と

外面 に 自然

釉付着

30-9 土師器

甕

20.4 く15.5) 5YR4/6

赤褐

径 1～ 2 mmの 赤 色

粒子

黒雲母 を微量含む。

内面〉ヨコナデ

外面〉口縁部ヨコナデ、肩部から胴部斜め方向のヘラ

ケズリ

頸部に接合

痕あり

30-10 須恵器

甕

2.5YG2/1 石英 。長石 を含む。 内面〉ナデ

外面〉平行タタキ

外面に自然

釉付着

30-11 須恵器

甕

N2/ 雲母・石英を微量含

t,。

内面〉ヨコナデ

外面〉平行タタキ

内面 に自然

釉付着

Fl号掘立柱建物址

33-1 須恵器

ネ

13 8 25Y3/1

黒褐

径 1～ 2 mmの 自色

粒子と径 2～ 3 mm

の砂粒を含む。

内面〉ロクロヨコナデ

外面〉ロクロヨコナデ、底部回転糸切り離し

火だすき痕

33-2 土師器

ネ

12.8 3.5 7.5YR5/8

明褐

径 1～ 2 mmの 砂 粒

含む。

内面〉ロクロヨコナデ

外面〉ロクロヨコナデ、底部静止糸切り離しの後周辺

部のみヘラケズリ

内面黒色処

理

33-3 須恵器

甕

7.5Y5/2

灰オリープ

砂粒 を合 み、黒色の

噴出物 あ り。

内面〉同心円文のタタキ

外面〉平行タタキの後、櫛目状のカキロ

外面自然釉

付着

OTl号墳

35-1 弥生

壼

く12.9〉 7.5YR6/8

橙

径 1～ 2 mmの赤色粒

子 を多量 に含む。

内面〉刷毛目のナデ

外面〉ミガキ

35-2 弥生

高郊

21.6 (8.2〉 2.5YR4/3

にぶい赤褐

径 1～ 2 mmの 赤色

粒子と自色粒子を

含む。

内面〉丁寧なミガキ

外面〉丁寧なミガキ

内外面赤色

塗彩

35-3 弥生

甕

lo YR 4/3

にぶい黄褐

径 1～ 2 mmの 自色

粒子 と砂 粒 を多 く

合む。

内面〉丁寧なミガキ

外面〉口縁部は9本一組の櫛描波状文、頸部は櫛描簾

状文



BttP 9

図

　

号

挿

　

番

器種

法 量 (cm)

色 調 胎  土 調 整・施 文 備 考

口径 底 径 器高

38-1 土師器

高台付ネ

lo YR 3/3

暗褐

黒雲母 を微量含む。 内面〉ロクロヨコナデの後ミガキ、見込み部に大小の

「十」文字状の暗文

外面〉ロクロヨコナデの後曰縁都ミガキ、底部E・Il転 糸

切り離しの後高台貼付

内面黒色処

理

2カ 所 に墨

書

遺構外出土遺物

40-1 姓
　
壺

5YR6/8

橙

径 1～ 2 mmの 砂 粒

を含む。

内面〉口縁部ミガキ、1同部ナデ 外面〉口唇部 8本一

組の櫛描斜走直線文が横位羽状

外面〉頸部 8本一組の櫛描横走平行線文を8帯、 8本
一組の櫛描垂下文でT字文

赤色塗彩

41-2 姓
　
壺

7.5YR6/8

橙

径 1～ 2 mmの 赤色

粒子と砂粒を含む。

内面〉丁寧なミガキ

外面〉頸部 2本の櫛描直線文に囲まれた空間に櫛描斜

走直線文

41-3 姓
　
壺

7.5YR7/8

黄橙

径 1～ 2 mmの 自色

粒子と砂粒を含む。

内面〉頸部ミガキ、胴部刷毛目のナデ 外面〉5本の

櫛描直線文で4帯の空間を作る

外面〉上 2段櫛描斜走直線文が羽状、下2帯 は鋸歯文
の中に刺突文を充填

41-4 姓
　
壼

22.4 7.5YR6/6

橙

径 1～ 2 mmの 砂 粒

を含む。

内面〉ミガキ 外面〉口縁部に10本一組の櫛描波条

文、頸部に11本一組の櫛描簾状文

外面〉胴部上半に7本一組の櫛描斜走直線文、下半に

10～ 12本一組の櫛描斜走直線文

41-5 健
　
壺

7.5YR7/8

黄橙

径 1～ 2 mmの 自色

粒子 と砂粒 を含む。

内面〉ミガキ 外面〉口唇部にLR縄文

外面〉頸部 2本の平行沈線のFH5に LR縄文を充填、下
に箆描連続山形文

41-6 牲
　
鉢

lo YR 4/8

赤

径 1～ 2 mmの 自色

粒子 と砂粒 を含む。

内面〉丁寧なミガキ

外面〉丁寧なミガキ

赤色塗彩

41-8 継

　
　
士笠

7.5YR5/6

明褐

径 1～ 2 mmの 自色

粒子 と砂粒 を含む。

内面〉ナデ

外面〉刷毛 目のナデ

弥生

台付甕

5YR6/8

橙

径 1～ 2 mmの 自色

粒子 と砂粒 を含む。

内面〉ミガキ

外面〉1同部に箆描直線文が綾杉状

42-15 酸
　
甕

7.5YR5/3

にぶい褐

径 1～ 2 mmの 砂粒

を含む。

内面〉ミガキ

外面〉頸部に6本一組の櫛描簾状文、口胴部と胴部に

6本一組の櫛描斜走直線文

42-23 雌
　
甕

5YR4/6

赤褐

径 1～ 2 mmの 自色

粒子 と砂粒 を含む。

内面〉ミガキ 外面〉口縁部に2状の箆描連続山形文

外面〉胴部にLR縄文を施文の後、箆描「コ」字文

42-25 姓
　
壺

7.5YR6/4

にぶい橙

径 1～ 2 mmの 砂 粒

を含む。

内面〉 ミガキ

外面〉頸部 に 8本一組の櫛描横走平行線文の後、 8本
一組の櫛描 T字文

施文部以外

赤色塗彩

42-34 器

　

甕

師

　

付

土
　
　
ム
ロ

7.5YR6/6

橙

径 1～ 2 mmの 砂 粒

を含む。

内面〉ナデ

外面〉刷毛 目のナデ

42-35 輸

　

象

埴

　

形

7.5YR7/4

にぶい橙

径 1～ 2 mmの 赤 色

粒子 と砂粒 を含む。

内面〉

外面〉

デ
　
　
デ

ナ

　

ナ





図

版
　
一

(南 より)

円正坊遺跡Ⅱ

A区全景

(西 より)



図

版
　
二

① 円正坊遺跡ⅡB区全景 (南 より)

② 円正坊遺跡HC区全景 (南 より)



図

版
　
一二

① Hl号住居址全景 (南 より)

② Hl号住居址掘り方及び床下住居 (南 より)
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四

① H2号住居址全景 (南 より)



① H3号住居址全景 (南 より)

毬F腰鸞警fl晨■・

H3号住居址掘 り方全景 (南 より)



① H3号住居llL

炉全景

(南 より)

② H3号住居址
遺物出土状況

(東 より)

③ H3号住居址

遺物出土状況

(西 より)

図

版
　
六



図

版
　
七

① H4号住居址遺物出土状況 (南 より)

② H4号住居址全景 (南 より)



① B区発掘

調査風景

図

版
　
八

② H4号住居址

遺物出土状況

③ H4号住居址

遺物出土状況
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① H5号住居址全景 (南 より)

② H5号住居址掘り方全景 (南 より)
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① H6号住居址全景 (西 より)

② H6号住居址掘り方全景 (西 より)
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① H7号住居址全景 (南 より)

② H7号住居址全景 (東 より)



図
版
十
二

① H7号住居址カマド全景 (南 より)

② H7号住居址カマド掘り方全景 (南 より)
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① 円正坊遺跡Hよ り蓼科山麓を望む (北 より)

② Dl号土坑全景 (北 より)
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D2号土坑

全景 (南 より)

D3号土坑

全景 (南 より)

D4号土坑

全景 (南 より)



① D7号土坑

全景 (東 より)

② D8号土坑

全景 (南 より)

③ BttP 9
遺物出土状況

(東 より)
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